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100 円 


ヲ 働 者 権力 の た め の 闘 争 


第 上 四 イ ンタ ー ナ ショ ナル の た め の 綱 開 


以下 の 翻訳 は 、 国際 共産 主義 者 同盟 (第 四 イ ンタ 
ー ナ ショ ナリ スト ) 第 8 回 国際 大 会 で 採 択 され た 主要 
な 文書 で ある 。 


どう 見 て も 、 ツ 連邦 崩壊 後 の 30 年 間 は 、 世界 史 的 
に 比較 的 安定 し た 時 期 で あっ た 。 この 間 に ゃ 危機 や 
血 な まぐ さい 衝突 は あっ た が 、 そ れ ら は や は り 例 外 的 
な こと で あり 、 20 世 紀 の 動 乱 に 比べ れ ば 穏やか な も 
の だ っ た 。 武力 衝突 は 低 強 度 の ぁゃ の で あり 、 何 百 万 も 
の 人 々 の 生活 水準 は 改善 され 、 世界 の 多く の 地域 で 
社会 の 自由 化 が 起こ っ た 。 国際 労働 者 階級 に と っ て 
破滅 的 な 敗北 で あっ た ソビエト 社会 主義 共和 国連 邦 
の 崩壊 後に 、 ど うし て この よう な こと が 可能 だ っ た の 
症 の ろう かぐ 

帝国 主義 支配 階級 と その お べ っ か 者 た ち は 、 こ れ 
ら の 発展 が 共産 主義 に 対す る 米国 の リベラ ル な 資本 
主義 の 優位 性 を 決定 的 に 証明 し た と 宣言 し た 。 マ ル 
クス 主義 を 標 樽 す る 人 々 の 反応 は どう で あっ た か ? 中 
国共 産 党 は 経済 の グロ ー バ ル 化 の 旗手 と な り 、 世界 
貿易 機関 に 取り 入り 、 社会 主義 を 単なる 儀礼 的 な 目 
的 に 追い や っ て いる 。 多く の 親 モ スク ワ の スタ ー リ ニ 
スト た ち は 、 単 に 崩壊 し た 。 トロツキスト ・ グ ルー プ は 
どう か と 言え ば 、 彼 ら は 戦争 、 緊縮 財政 、 人 種差 別 主 
義 に 反対 する 自由 主義 運動 を 追い か け 、 革 命 党 の 必 
要 性 を 正当 化す る こと が で き な か っ た 。 多少 の 「 マ ル 
クス 主義 者 ] は 未来 の た め の 社 会 主義 を 説き 続け た 
が 、 自 由 主義 の 勝利 主義 に 対す る 革命 的 な 反対 勢力 
を 築い た 者 は いな か っ た 。 


今日 、 自由 主義 の 風 は 過ぎ 去っ た 。 Covid-19 の 大 
流行 と ウクライナ 戦争 は 、 世界 情 勢 の 転換 点 と な っ 
た 。 危機 は 常態 化し 、 安定 は 例外 と な りつ つ あ る 。 米 
国 の 革 権 が 脅かさ れ 、 安定 を 支え を て きた あら ゆる 要 
因 が ほこ ろ び つつ ある な か で 、 前 途 が 平穏 で ある と 
幻想 する 者 は ほとん どい な い 。 自由 主義 に は 、 特に 労 
働 運 動 の な か に は まだ 擁護 者 が いる が 、 彼 ら は も は 


や 自信 を も っ て 攻勢 に 出る こと は な く 、 足元 が 溶け て 
いく の を 感じ な が ら ヒ ステ リッ ク に 反応 する の み で あ 
る 。 自由 主義 は 現在 、 右 細 や 左翼 の ポピュリズム 、 イ 
スラ ム 主 義 、 ヒ ンド ゥ ー 教 ナシ ョ ナリ ズム か ら 中 国 の ス 
ター リ ニ ズ ム に いた る まで 、 実 際 の 挑戦 者 に 直面 し て 
いる 。 リベラ ル 派 自身 も 、 政治 的 な 正 し さ や アイ デン テ 
ィ テ ィ 政 治 の 基準 を めぐ っ て 、 互い に 引き 裂 か れつ つ 
ある 。 し か し 、 雲行き が 怪し く な り 、 米 帝国 主義 と そ 
の 同盟 諸国 が 主導 権 を 取り 戻 そ と うと する な か で 、 プロ 
レタ リア ー ト の 前 衛 は 、 組織 的 規律 と 政治 的 方 向 性 
を 失っ た まま で ある 。 


レー ニン に よっ て 始め られ 、 ト ロ ツ キー に よっ て 継承 
され た 、 労 働 運 動 を 日 和 見 主義 か ら 分 像 さむ せる た め の 
闘い は 、 も う 一 度 取り 上 げ ら れ 、 今 日 の 世界 の 任務 と 動 
力学 に 適用 さ d れ な けれ ば な ら な い 。 国際 共産 主義 者 同 
盟 の 第 8 回 国際 大 会 と この 文書 は 、 自由 主義 に よる 勝 
利 主義 の ツ ソビエト 崩壊 後 時 代 を 批判 し 、 米国 の 昔 権 の 
衰退 を 特徴 と する 今日 の 新しい 時 代 に 対す る 分 析 と プ 
ログ ラム の 基本 的 要素 を 概説 する こと に よっ て 、 この 賠 
い の 基 礎 を 提供 し よう と する も の で ある 。 世界 の 労働 
者 階級 が 大 惨事 と 衝突 に 直面 する な か で 、 こ の 階級 を 
権力 へ と 導く こと が で きる 革命 的 な 国際 前 衛 党 が 、 こ 
れ ま で 以上 に 緊急 に 必要 と され て いる 。 


1. 一 極 世界 の 起源 


米国 は 、 資本 主義 世界 の 紛れ も な いい リーダー と し 
て 、 第 二 次 世界 大 戦 か ら 現 れ 出 た 。 その 国内 経済 は 
世界 の GDP の 50% を 占め て いた 。 そし て 、 世 界 の 外 
貨 準 備 高 の 80% を 保有 し 、 最強 の 軍事 カカ を 持ち 、 世 
界 の 主要 な 債権 国 で あっ た 。 米国 は この 優位 を 利用 
し て 国際 秩序 を 再 構築 し た 。 ブレ トン ウッ ズ 体 制 は 、 
米ドル を 世界 の 基軸 通貨 と し て 確立 し 、 一 連 の 多く の 
機関 (国連 、IMF、 世界 銀行 、NATO) が 米国 の 優 
位 性 を 祭り あげ る た め 、 自 由 主 義 の 資本 主義 世界 秩 
序 の 基盤 を 築く た め に 創設 され た 。 


米国 の 圧倒 的 な 経済 力 に も か か わら ず 、 ソ ビエ ト 
社会 主義 共和 国連 邦 は 主要 な 対抗 勢力 だ っ た 。 赤 
軍 は 恐る べき 軍隊 で あり 、 そ の 支配 は 東欧 全域 に 及 
ん で いた 。 スタ ー リ ン が 米 常 国 主義 と 永続 的 な 合意 
を 取り 付け よう と 試み た に も か か わら ず 、 いか な る 協 
定 も 不可 能 だ っ た 。 ツ 連邦 の 存在 と 力 そ の も の は 、 
米国 資本 主義 に よる 世界 支配 に 対す る 挑戦 を 意味 
し た 。 世界 中 で 、 反 植 民 地 闘争 が 本 格 化し 、 反 和 帝 国 
主義 勢力 は ソ連 邦 に 政治 的 ・ 軍 事 的 な 支援 を 期待 し 
た 。 勝利 し た 1949 年 の 中 国 革 命 は 、 非 資本 主義 世界 
の 重み を さら に 増し 、 米 国内 に ヒス テリ ー と パニ ッ ク 
を 引き 起こ し た 。 世界 は 事実 上 、 二 つの 対抗 する 社 
会 制度 を 代表 する 、 二 つの 競い 合う 影響 圏 に 分 割 さ 
Leu 


他 の 帝国 主義 大 国 が 自国 を 再建 し 、 米国 が 次 々 
と 反共 の 軍事 的 冒険 に 従事 する な か で 、 度 を 超 し た 
拡張 の 最初 の 明確 な 兆候 が 現れ た 。 米国 の ベト ナ 
ム で の 敗北 が 転機 と な り 、 国 内外 に お いて 経済 的 ・ 
政治 的 混乱 の 時 代 が 幕 を 開け た 。 1970 年 代 初 頭 
に は 、 い わ ゆ る 「 米国 の 世紀 」 が 早期 に 終 府 を 迎え 
る と 信じ る に 足る 強い 理由 が 存在 し た 。 し か し な が 
ら 、1960 年 代 後半 か ら 70 年 代 前 半 に か け て の 草 命 
的 な 始ま り 一 フラ ンス (1968 年 ) 、 チ ェ コ スロ バキ ア 
(1968 年 ) 、 ケ ベッ ク (1972 年 ) 、 チ リ (1970-73 年 ) 、 
ポル ト ガ ル (1974-75 年 ) 、 ス ペイ ン (1975-76 年 ) 一 
は すべ て 敗北 に 終わ っ た 。 これ ら の 敗北 を 確実 な も 
の に する こと に よっ て 、 労 働 者 階級 の 日 和 見 主義 的 
指導 部 は 、 帝 国 主 義 が 安定 化す る の に 必要 な 余地 を 
提供 し た 。 1970 年 代 後半 か ら 1980 年 代 初 頭 に か け 
て 、 帝 国 主 義 は 再び 攻勢 に 転じ 、 民営 化 と 経済 の 自 
由 化 と いう 新 自 由 主 義 時 代 の 開始 を 標 し た 。 1981 年 
に は 、 レ ー ガ ン は 、 PATCO 航 空 管制 官 ス トラ イキ を 
粉砕 する こと に よっ て 、 米国 の 労働 者 階級 に 対し 決 
定 的 な 敗北 を 加え た 。 と り わ け 1985 年 の プリ ティ ッ シ 
ュ 鉱 山 労働 者 の 敗北 を は じ め と し て 、 国際 労働 者 階 
級 の さら な る 敗北 が 続い た 。 この 時 期 、 こ れ ま で 以上 
の 圧力 が ソ連 邦 に 加え られ た 。 冷戦 は 新た な 高み へ 
と 引き 上 げ ら れ 、 米国 は 中 国 と の 反 ソ 同盟 を 通じ て 
中 ソ の 分 裂 を 利用 し た 。 


1980 年 代 未 まで に 、 ソ ビエ ト 社 会 主義 共和 国連 
邦 と 東欧 圏 は 深刻 な 経済 的 、 政治 的 苦境 に 陥っ て 
いた 。 アフ ガニ スタ ン か ら の 赤軍 の 撤退 と ポー ラン ド 
で の 「 連 帯 ] に よる 反革命 的 勝利 は 、 モ スク ワ の 支 
配 官僚 の 士気 を 一 層 く じ く も の と な っ た 。 モス クワ が 
DDR (東ドイツ ) を 売り 渡し 、 ド イツ 再 統一 を 黙認 し 
た 後 、 ソ 連邦 自身 を 売り 渡 た す の に そう 時 間 は か か 
ら な か っ た 。 世界 帝 国 主 義 の 圧力 は 、 数 十 年 に わた 
る スタ ー リ ン 主 義 の 裏切り に よる 労働 者 階級 の 士気 
低下 と も 相まって 、 十 月 革命 の 獲得 物 の 最終 的 な 清 
算 と いう 結果 を も た らし た 。 1991 年 まで に 、 階級 諸 
勢力 の 国際 的 な 力 の バラ ンス は 、 世界 の 労働 者 階級 
と 被 抑圧 者 を 犠牲 に し て 、 帝 国 主義 に と っ て 有利 に 


決定 的 に 移行 し た 。 
中 . ソ ビエ ト 有 崩壊 後 時 代 の 反動 的 性 格 


米国 製 の 超常 国 主義 


ソビエト 社会 主義 共和 国連 邦 の 崩壊 に よっ て 、 世 
界 秩序 は も る は や 二 つ の 社会 体制 の 対立 に よっ て で は 
な く 、 米 国 の 権 に よっ て 規定 され る よう に な っ た 。 
米国 に 対抗 で きる 個々 の 国 も 国 の 集団 も 存在 し な か 
っ た 。 米国 の GDP は 、 最も 近い ライ バル で ある 日 本 の 
ほぼ 2 倍 で あっ た 。 米国 は 世界 の 資本 の 流れ を 支配 し 
て いた 。 軍事 的 に は 、 どの 国 $ 近 づく こと さえ で き な か 
っ た 。 米国 の 自由 民主 主義 モデ ル は 、 あらゆる 国 が 向 
か うと 期待 され る 進歩 の 頂点 だ と 宣言 され た 。 


多く の 点 で 、 現れ 出 た この 秩序 は 、「 超 帝国 主義 」 、 
つま り 大 国 が 共同 し て 世界 を 略奪 する こと に 合意 し 
た 体制 に 似 て いた 。 これ は 、 カ ー ル ・ カ ウツ キー が 予 
想 し た よう な 人 金融 資本 の 平和 的 発展 に よっ て も た ら 
され た の で は な く 、 第 二 次 世界 大 戦後 の ヨー ロッ パ 
と 日 本 の 帝国 主義 の 灰 の 上 に 築 か れん た 、 一 つの 大 国 
の 優越 に よっ て も た ら さ れ た 。 米国 は 、 残部 か ら こ れ 
ら の 諸 帝 国 を 再建 し 、 冷戦 の 間 、 反共 同盟 で 統一 し 
た 。 冷戦 が 終わ っ た と き 、 こ の 帝国 主義 に よる 統一 戦 
線 は 解体 さん た の で は な く 、 多 く の 点 で 弥 化 され た 。 
例え ば 、 ド イツ の 再 統一 は 、 多 く の 人 々 が 恐れ て いた 
よう な ヨー ロッ パ で の 緊張 激化 を 引き 起こ さ ず 、 米国 
と NATO の 承認 の も と で 行わ れ た 。 


ソビエト 崩壊 後 時 代 の 例外 的 な 安定 は 、 米国 が ラ 
イ バ ル 諸国 に 対し て 圧倒 的 な 優位 を 保持 し て いた こ 
と 、 そ し て これ まで 未開 拓 だ っ た 市 場 の 多く を 金融 資 
本 に 開放 し た こと で 説明 で きる 。 1989 年 に は 、 世界 人 
口 の 3 分 の 1 が 非 資本 主義 諸国 に 住ん で いた 。 この 年 
に 始ま っ た 反革命 の 波 は 、 労働 者 諸国 家 の 多 く を 完 
全 に 破壊 し 、 あ る い は 中 国 の 場合 の よう に 、 集 産 化し 
た 経済 の 基盤 を 維持 する 一 方 で 、 帝 国 主義 資本 に 開 
放す る こと へ と つなが っ た 。 こう し た 展開 は 、 帝国 主 
義 に 獲 予 与え を た 。 ドイ ツ 、 フ ラン ス 、 ブリ テン 、 米 国 
は 、 市 場 シ ェ ア を めぐ っ て 互い を 引き 裂く 代わ り に 、 
東欧 を 西側 の 政治 的 ・ 経 済 的 な 集団 に 引き 入れ る た 
め 共 に 活動 し た 。 ヨー ロッ パ 連 合 (EU) と NATO は 
歩調 を 合わ せ ロ シア の その 国境 に まで 拡大 され た 。 
アジ ア で も 同様 の 状況 が 存在 し た 。 米国 と 日 本 は 協 
力 し て 、 中 国 を は じ め 東 アジ ア や 東南 アジ ア の 他 の 地 
域 で 経済 自由 化 を 促進 し 利用 し た 。 


大 国 の 統一 戦線 は 、 世 界 の 他 の 国々 に 、 米国 の 政 
治 的 ・ 経 済 的 命令 に 従う 以外 の 選択 肢 を ほとん ど 与 え 
な か っ た 。 あい つい で 、 IMF と 世界 銀行 は 、 米国 の 金 
融資 本 の 利益 に 従っ て 規則 を 書き 換え て いっ た 。 この 

「 新 自由 主義 ] は 1980 年 代 に は すでに 十分 進行 し て い 
た が 、 ツ 連邦 の 崩壊 が それ に 新た な 推進 力 を 与え た 。 
米国 に よっ て 描か れ た 方 針 に 従う の を 拒否 し た り 、 そ 
れ に 妨げ られ た り し た 数 カ国 (イラ ン 、 ベ ネズ エ ラ 、 北朝 


鮮 、 キ ュー バ 、 イ ラク 、 アフ ガニ スタ ン ) は 、 世界 秩序 に 
何ら 重大 な 脅威 を 与 , る る こと は な か っ た 。 


この 好都合 な パワ ー バ ラン ス は 、 帝 国 主義 者 た ち 
に 儲かる 投資 機会 与え を た だ け で な く 、 対外 貿 易 に 
関連 し た リス ク を 軽減 し た 。 資本 家 た ち は 、 米国 の 政 
治 的 ・ 軍 事 的 優位 が 、 大 き な 衝突 や 過度 に 敵対 的 な 
政府 か ら 彼 ら を 保護 し て くれ る こと を 知っ て 、 海外 投 
資 や 貿易 を 行う こと が で きた 。 これ ら の 要因 は 、 国際 
貿易 の 著しい 成長 、 生産 の 大 規模 な | 海外 移転 」 、 
国際 資本 循環 の 爆発 的 な 増加 、 す な わ ち グロ ー バ リ 
ゼー ショ ン と いう 結果 に つなが っ た 。 


グロ ー バ リゼ ーション に 対す る マル クス 主義 の 回 答 


自由 主義 帝国 主義 の 弁護 者 は 、「 グ ロー バリ ゼー 
ショ ン 」 が 世界 の 多く の 地域 で 生活 水準 の 重要 な 上 
昇 を 、 一 般 に より 低 価格 の 消費 財 を も た ら す と 考え て 
いる 。 過去 30 年 間 の 世界 的 な 分 業 の 拡大 が 、 国際 的 
に 生産 力 の 発展 に つなが っ た こと は 否定 で き な い 。 例 
えば 、 低 ・ 中 所 得 国 の 一 人 当たり の エネ ルギー 消費 量 
は 2 倍 以上 に な り 、 世界 の 識字 率 は ほぼ 90%% に まで 
上 昇 し 、 自動 車 生 産 台数 は 2 倍 以上 に 、 さ ら に 鉄鋼 生 
産 量 も 2 倍 以上 に な っ た 。 一 見 する と 、 こう し た 進歩 的 
な 発展 は 、 資本 主義 が 最終 段階 に 到達 し 、 独占 資本 
の 支配 が 寄生 性 と 長期 の 衰退 を ぉ たらす と 主張 する 
マル クス 主義 の 帝国 主義 理論 と 矛盾 する よう に 見 え 
る 。 し か し な が ら 、 こ うし た 事態 の 過程 に 矛盾 し て い 
る どこ と ろか 、 マ ルク ス 主 義 の 分 析 だ けが 、 こ うし た 事 
態 を 完全 に 説明 で き 、 そ の 説明 の 過程 で 、 自由 主義 
の 世界 秩序 が 、 い か に ゆる や か な 社会 的 ・ 経 済 的 進 
歩 に 導く の で は な く 、 社 会 的 な 惨事 を も た ら す か を 示 
すず と と が で きる 。 


手始め に 、 生 産 力 の 持続 し た 成長 を 説明 する た 


め 、 金 融資 本 に 進歩 的 な 役割 を 負わ せる 必要 は 決し 
て な い 。 ツ 連 邦 の 崩壊 後 の 諸 条 件 一 軍事 的 因 威 の 減 
少 、 労働 運動 の 弱体 化 、 対外 投資 の リス ク の 減少 、 広 


く 行 きわ た っ た 自由 化 一 は 、 帝 国 主義 が 一 時 的 に 衰 
退 へ の 傾向 を 克服 する の を 可能 に し た 。 実際 、 トロ ツ 
キー 自身 、 こ の 可能 性 を 予測 し た 。 


「 な る ほど 、 理論 的 に は 、 最も 強大 で 、 支配 的 、 
指導 的 な 諸国 に お いて 一 般 的 な 資本 主義 的 進 
歩 の 新しい 一 章 す ら 除 外す る こと は で き な い 。 し 
か し この た め に は 、 資本 主義 は まず 第 一 に 、 階 
級 的 お よび 国際 的 性 格 を も っ た 巨大 な る 障 克 に 
打ち 勝た な けれ ば な ら な い だ ろ う 。 それ は また 、 
プロ レタ リア 草 命 を 長期 に わた っ て 絞殺 し 、 中 国 
を 完全 に 奴隷 化し 、 ソ ビエ ト 共 和 国 を 暑 する 
等 々 の こと を や ら ね ば な ら な い だ ろ う 。 」 (我々 の 
翻訳 ) 

ー『 レ ー ニ ン 死 後 の 第 三 イ ンタ ー ナ ショ ナル 』 

(1928 年 ) 
これ こそ まさ に 起こ っ た こと で ある 。 プロ レタ リア ー 


ト を 犠牲 に し た 階級 諸 勢力 の 関係 に お ける 劇 的 変化 
の 後 、 資本 主義 は 新た に 活力 が 与え られ た 。 し か し 、 
これ は 、 単 に 帝国 主義 の 総体 的 な 衰退 傾向 に お ける 
一 時 的 な 休息 に 過ぎ ず 、 それ は 現在 で は 標準 の 状態 
に 戻り つつ ある 。 

第 二 に 、 資本 主義 の 擁護 者 に と っ て 、 計画 経済 に 
対す る 自由 市 場 の 優位 性 は 、 東 欧 の 歪曲 され た 労働 
者 諸国 家 と 今日 の 東欧 諸国 の 生活 水準 (ポー ラン ド が 
その 標準 的 な 例 で ある ) を 比較 する こと に よっ て 証明 
され る 。 実際 、 この 主張 に は 、 不 平等 、 女性 の 地位 、 
大 量 の 移民 な ど 、 特 定 の 尺度 に よっ て 諸 状況 が 悪化 
し て いる こと を 別に し て 、 反論 する こと が で きる 。 正統 
的 な マル クス 主義 者 、 す な わ ち トロ ツキ スト は 、 孤立 し 
た 労働 者 国家 の 計画 経済 が 、 そ の 極め て 大 き な 利 点 
に ゃ か か わら ず 、 先進 資本 主義 大 国 の より 高い 生産 性 
と 国際 的 な 分 業 の た め に 、 そ れ に 勝つ こと は で き な い 
と 常に 主張 し た 。 スタ ー リ ニス ト は 、 ツ 連邦 が 単独 で 

(そし て 後に 同盟 諸国 と 共に ) 、 帝 国 主義 と の | 平和 共 
存 ] の 手段 に よっ て 、 先進 資本 主義 諸国 を 追い 越す こ 
と が で きる と 主張 し た 。 し か し 、 平 和 共 存 が まさ に 不可 
能 だ と いう こと こそ が 、 こ れ を 排除 し て いる 。 

帝国 主義 諸 大 国 は 、 ソ 連邦 と ワル シャ ソ 条 約 加 盟 
諸国 に 対し て 、 常に 極度 の 経済 的 ・ 軍 事 的 圧力 を か 
け 続 けた 。 ソ連 邦 と この 諸国 の 経済 的 成果 は 、 こ うし 
た 攻撃 に よっ て 妨げ られ た 。 これ に 官僚 の 失政 が 加 
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わっ た 。 この 失政 は 、 孤立 と 貧困 と いう 諸 条 件 の 中 
で 、「 社 会 主義 を 建設 | し よう と する こと で 必然 的 に 生 
じ た 。 資本 主義 ドーラ ンド の 持続 的 な 経済 成長 は 、 グ 
ロー バル な 商取引 へ の 完全 な 統合 に よる も の で ある 。 
この 可能 性 は 、 ポ ー ラ ンド 人 民 共 和 国 の 荒廃 し た 戦後 
経済 に 対し 閉じ られ た 。 包囲 され た 城 と そう で な い 城 
の 生活 水準 を 公平 に 比較 する こと な ど で き な い 。 計 
画 経済 が 優れ て いる こと は 、 敵対 的 な 国際 環境 に ゃ 
か か わら ず 、 成し遂げ られ た 途方 も な い 発展 を 見 れ ば 
一 目 瞭 然 で も る 。 これ は 、 ツ 連邦 、 キ ュー バ 、 中 国 、 ベ 
トナ ム と 同様 、 ポ ー ラ ンド に ゃ 当て は まる 。 


第 三 に 、 自由 主義 世界 秩序 の 擁護 者 た ち は 、 第 二 
次 世界 大 戦 以降 、 戦 争 の 激 し さ も 数 も 減少 し 、 ツ 連 
邦 月 壊 以降 さら に 減少 し て いる こと か ら 、 自 由 主 義 と 
グロ ー バ リゼ ーション が 次 第 に 平和 へ と 導い て いる 
の を 証明 し て いる と 主張 する 。 この 主張 の いく つか の 
事実 側面 に は 異議 の 余地 ゎ も ある が 、 過去 75 年 間 、 二 
つの 世界 大 戦 で 起き た 大 規模 虐殺 に 匹 英 する いか な 
る 衝突 も 起き て な いこ と は 否定 で き な い 。 今 日 に 至る 
まで 、| 欧州 の 平和 を 維持 する | と いう の が 、 人 依然 と し 
て EU を 擁護 する た め に 使わ れる 主 な 論拠 と な っ て い 
る 。 新た に 世界 大 戦 が 起こ と ら な い の は 、 た だ 米国 が 
対抗 諸国 の 上 に そびえ 立っ て いる 結果 だ と いう の が 、 
事 の 真実 で ある 。 この 力 関係 は 必然 的 に 一 時 的 な も 
の で ある 。 レー ニン は 次 の よう に 説明 し た 。 


「 資 本 主義 の も と で は 、 勢 力 範囲 、 利益 、 植 民 
地 、 そ の 他 の 分 割 の た め の 根 拠 と し て は 、 分 割 に 
参加 する 国 の 、 一 般 経 済 上 の 、 金融 上 の 、 軍事 
上 その 他 の 力 の 考慮 以外 の も の は 、 考 えら れ な 
いか ら で あ る 。 だ が 、 分 割 に 参加 する 国々 の 力 の 
変化 は 、 一 様 に は 生じ な い 。 な ぜ な ら 、 個々 の 企 
業 、 ト ラス ト 、 産業 部 門 、 国 の 均等 な 発展 は 、 資 
本 主義 の も と で は あり えな いか ら で あ る 。 … 

「 だ か ら 『 国 際 帝 国 主義 的 』」 ある い は 「 超 帝国 主 
義 的 ] 同盟 は 、 イ ギリ ス の 坊主 ども ゃ や ドイ ツ の 『 マ 
ルク ス 主 義 者 』 カウ ツキ ー の 月 な み の 小 市 民 的 幻 
想 の な か で は な く 、 資 本 主義 の 現実 の な か で は 一 
そう いう 同盟 が どの よう な 形態 で むす ば れ よ うと 
も 、 す な わ ち 、 あ る 帝国 主義 的 連合 に た いす る 他 
の 帝国 主義 的 連合 と いう 形態 で あろ うと 、 あ る い 
は すべ て の 帝国 主義 列強 の 全般 的 同盟 と いう 形 
態 で あろ うと 、 一 不可 避 的 に 、 戦争 と 戦争 と の あ 
い だ の 『 息 ぬき 』 に すぎ な い の で ある 。 」 

ーー 資本 主義 の 最高 段階 とし て の 帝国 主義 』 

(1916 年 ) 

ソ連 邦 崩壊 後 が 比較 的 平和 な 時 代 で あっ た と み 
な すこ と は 、 数 多く の 非常 に 残虐 な 戦争 が 存在 し た と 
いう 事実 を 消し 去る も る の で は な い 。 米 軍 は 、 自 国 の 軍 
事 力 を 力強く 行使 し 、 金融 資本 の 拡大 を 通じ て 数 百 
万 も の ぼう 大 な 人 々 を 「 平 和 的 に 」 服従 させ る 権利 を 
確保 する た め に 、 ほとんど 絶え 間 な く 低 強度 の 戦争 
に 従事 し て きた 。 世界 平和 に 導く どこ ろか 反対 に 、 こ 


の 動態 は 、 世界 を 再度 分 割 す る た め 、 想像 を 絶する 
残忍 な 新た な 戦争 を 準備 する だ け の も の で ある 。 


第 上 四 に 、 生産 力 の 成長 は 、 あ る 想像 上 の 自由 貿易 
の た めで は な く 、 少 数 の 大 国 に よっ て 支配 され る 独 
占 資 本 の く び き の 下 で 、 その 利益 に 従っ て 起こ っ た 。 
これ は 、 短期 的 中 期 的 な 進歩 が 世界 の 特定 の 地域 
で 起こ っ た と し て も 、 米 国 を 中 心 に し た 帝国 主義 大 
国 の 金融 的 な きま ぐれ に 依存 度 が 高まっ て いる こと 
を 意味 する 。 例え ば 、 さ ま ざ ま な 社会 経済 指標 を 見 
れ ば 、1990 年 代 以 降 、 メ キシ コ の 生活 水準 の 改善 を 
観察 で きる 。 し か し 、 こ れ は 、 米国 へ の 一 層 の 経済 的 
従属 と 住民 の 特定 の 層 、 と り わ け 農 民 層 の 荒廃 と い 
う 犠 牲 が や っ て きた 。 この よう な 状況 は 、 成長 の 時 期 
に は 、 帝 国 主義 者 が その 依存 関係 か ら 慕 大 な 利益 を 
引き 出し 、 危機 が 襲う と 、 彼 ら は 法 外 な 政治 的 ・ 経 済 
的 譲歩 を 要求 し 、 一 層 民 族 抑 圧 を 深め る こと を 意味 
する 。 この こと は すべ て 、 短期 的 な 経済 成長 が 、 帝 国 
主義 へ の 隷属 と いう 犠牲 に 値する も の で は な いこ と 
を 示し て いる 。 


最後 に 、 そ し て 最も 重要 な こと は 、 ソ 連邦 の 崩壊 
は 、 人 類 進歩 の より 高い 段階 を 告げ る も る の で は な く 、 
米 芝 国 主義 の 勝利 を 告げ る も る の で ある 。 それ は 米国 
の 金利 生活 者 が 世界 を 支配 する こと 以外 の 何 物 で も 
な い 。 生産 力 の さら な る 発展 を 制限 し 、 社 会 の 衰退 
を も た ら す の は 、 まさ に この 了 級 の 支配 で ある 。 この 
こと は 、 何より も まず 、 米国 自身 に 当て は まる 。 レー ニ 
ン は 『 帝 国 主 義 論 』 の 中 で 、 次 の よう に 説明 し た 。 


[ 和 帝国 主義 の も っ と も 本質 的 な 経済 的 基礎 の 一 
つ で ある 資本 輸出 は 、 金利 生活 者 の 層 の 生産 か 
ら こ の 完全 な 遊離 を ます ます つよ め 、 い くつ か の 
海外 の 諸国 や 植民 地 の 労 働 の 挫 取 に よっ て 生活 

し て いる 国 全 体 に 、 寄生 性 と いう 衝 印 を お す 。 」 

これ は 米国 経済 の 特徴 を 見 事 に 言い 表し て いる 。 
米国 の 国際 金融 利権 が か つて な い ほ ど 拡 大 し た こと 
で 、 米国 の グロ ー バ ル パ ワ ー の 源泉 で ある か つて の 
強大 な 産業 基盤 を 空洞 化 さ せ て いる 。 生産 の 海外 
移転 、 慢性 的 な イン フラ へ の 投資 不足 、 桁外れ の 住 
宅 価格 、 吸血鬼 の 医療 産業 、 高額 で 低 品質 の 教育 な 
ど 、 こ れ ら は すべ て 米国 資本 主義 ます ます 寄生 的 

性 格 を 帯び た 産物 で ある 。 産業 の 空洞 化 に よっ て 、 

米国 の 軍事 力 さ えも 損なわ れ て いる 。 


アメ リカ の 支配 階級 は 、 無謀 な 投 村 、 金利 の 安い 
信用 、 貨幣 の 印刷 に よっ て 、 米国 の 経済 的 衰退 を 補 
お うと し て きた 。 トロ ツキ ー が 観察 し た よう に 、「 社 会 
が 貧し く な れ ば な る ほど 、 こ の 架空 資本 の 鏡 の 中 で 自 
ら を 見 つめ 、 社 会 が 豊か に 見 える | (「 世 界 経 済 危機 
と 共産 主義 イン ター ナシ ョ ナル の 新た な 任務 」 、 1921 
年 6 月 ) 。 これ は 経済 的 災厄 の 前 兆 で ある 。 この 国 の 
全社 会 構造 が 朽ち か け て お り 、 労 働 者 階級 と 被 抑圧 
者 の 益々 多く の 層 が 貧困 へ と 追い や られ て いる 。 


こう し た 国内 で の 衰退 は 、 世 界 に お ける 経済 的 比 


重 の 低下 と 一 致し て いる 。 米国 経済 は 、1970 年 に は 世 
界 の GDP の 36% を 占め て いた が 、 現在 で は 24% 以 下 
で ある 。 すべ て の 帝国 主義 諸国 が この 傾向 を た どっ て 
いる 。 1970 年 に は 、 上 位 5 カ 国 の 帝国 主義 大 国 (米国 、 
日 本 、 ド イツ 、 フランス 、 プ ブリテン) が 合わ せ て 世界 の 
GDP の 60% を 占め て いた が 、 今 日 で は 40%% と な っ て い 
る 。 一 方 で は 、 資本 の 国際 的 な 輸出 の 驚異 的 な 増加 が 
衰退 を 引き 起こ し た 。 他方 で 、 多 く の 国 々 を 近代 的 な 資 
本 主義 諸 関係 に 一 層 統 合 し 、 東 アジ ア と 世界 の 他 の 地 
域 に 巨大 な プロ レタ リア ー ト を 生み 出し た 。 


世界 経済 に お ける 比重 が 増大 し た の は 、 い わ ゆ る 
中 所 得 諸国 で あり 、 と り わ け 中 国 で ある 。 し か し 、 こう 
し た 経済 的 発展 に も か か わら ず 、 こ れ ら の 国々 は 国 
際 金 融資 本 に 従属 し た まま で ある 。 金融 力 と いう 点 

で は 、 米 国 の 最高 位 は 以前 と し て 揺るぎない 。 ドル は 
線 MR 米国 は 主要 な 国際 
機関 を 支配 し 、 資産 運用 会 社 の 上 位 20 社 の うち 14 社 
が アメ リカ 企業 で 、 合 計 45 兆 下 ル と いう 資本 を 支配 し 
て いる 。 これ は 世界 の GDP の 約 半分 に 相当 する 。 

( 他 の 上 位 6 社 の 資産 運用 会 社 は 、 ス イス 、 フ ラン ス 、 
ドイ ツ 、 プリ テン の いずれ か の 会 社 で ある 。 上 位 60 社 の 
うち 、 中 国 、 南 朝鮮 、 そ の 他 の いわ ゆる 「 新 興 工業 諸 
国 」 の 企業 で は な い 。 ) 米国 が 依然 と し て 保持 し て い 
る 軸 権 的 地位 と その 低下 し た 実質 的 な 経済 力 と の 間 
の 矛盾 の 拡大 は 、 持続 可能 な も の で は な く 、 世 界 で 拡 
大 する 経済 的 ・ 政 治 的 不安 定 の 根本 的 原因 で ある 。 


世界 貿易 の 拡大 、 新 植民 地 諸国 の 工業 化 、 中 国 の 
発展 、 こ うし た 要因 すべ て は 米国 の 軸 権 を 掘り 崩し て 
いる 。 米国 が その 地位 を 維持 する た め に は 、 現在 の 
動き を 逆転 させ な けれ ば な ら な い 。 この こと は 、 中 国 
と 対立 し 、 新 植民 地 諸 国 を 圧迫 し 、 関税 障壁 を 引き 
上 ば げ 、 同盟 国 に 与え て いる パン くず を 減ら すこ と に よ 
っ て 、 グロ ー バ リゼ ーション の 基盤 を 引き 裂く の を 意 
味 す る 。 根本 的 に 、 グ ロー バリ ゼー ショ ン に 反対 する 
最も 決定 的 な 議論 は 、 生産 力 の 発展 が 、 グ ロー バリ 
ゼー ショ ン に 基づく 階級 の 利益 、 す な わ ち 米 帝 国 主 
義 ブ プ ブルジョア ジー の 利益 に 反する と いう こと で ある 。 
これ だ け で も ゃ も 、 自 由 主 義 の 世界 秩序 を 維持 し た り 

「 直 す 」 よう に し た りす る の は 、 反動 的 な 空想 に すぎ 
な いと 立証 し て いる 。 


1989 年 の よう に 、 米国 が その 地位 を 補強 する こと 
に 成功 する 可能 性 が な いと いう わけ で は な い 。 し か 
し 、 そ れ は 、 国 際 労 働 者 階級 の 破 減 的 な 敗北 を 代 
償 と し て の み も た ら さ れ う る も の で あり 、 帝 国 主 義 の 
Me と に は 絶対 に な ら な い だ 
帝国 主義 の 専制 政治 に 終止 符 を 打ち 、 真 に よ 
間 本 の 0P 箇 お の 
は 、 労働 者 階級 で ある 。 グロ ー バ リゼ ーション は 、 実 
際 に 、 プ ロレ タリ アー ト の 草 命 
この 力 は 今日 これ まで 以上 に 力強く な り 、 国際 的 に 
り 、 そ し て 民族 的 に 抑圧 され る よう に な っ た 。 本 
この こと は 今 の と ころ 、 さ ら に 強い 政治 的 力 に な っ て 


いな い 。 この 点 で 、 ツ 連邦 崩壊 後 時 代 は 労働 運動 を 


実に 大 きく 後退 させ た 。 
川 . 自 由 主 義 と ソ連 邦 崩壊 後 時 代 の 世界 


自由 主義 の 勝利 主義 


ソ連 邦 の 崩壊 は 、 経済 的 、 政治 的 、 軍 事 的 な 国際 
諸 勢 力 の バラ ンス に 大 き な 変 化 だ け で な く 、 主要 な イ 
デオ ロ ギ ー 上 の 変化 を も も ゃ た らし た 。 冷戦 の 時 代 、 西 
0 半生 級 は 、「 全 体 主義 的 共産 主義 |」 の 専制 政 
に 対す る 民主 主義 と 個人 の 権利 の 擁護 者 と し て 自 
9 き 根本 的 に は 、 歪曲 され た 労働 者 国 
家 と 反 植 民 地 関 争 に 対す る 敵意 を イデ オロ ギー 的 に 
正当 化す る も る の だ っ た 。 ソ連 圏 が 崩壊 する な か で 、 共 
産 主義 は 死滅 し た と 宣言 され 、 自由 主義 の 勝利 主義 
が 支配 的 な イデ オロ ギー と な っ た 。 これ は 、 帝 国 主義 
者 の 優先 順位 が 「 共 産 主義 ] と の 対決 か ら 、 新た に 
開放 され た 東欧 や アジ ア 市 場 へ の 進出 へ と 変化 し た 
こと を 反映 し て いる 


フラ ン シ ス ・ フ ク ヤ マ の 『 歴 史 の 終わ り 』(1992 年 ) 
は 、 ツ 連邦 崩壊 後 時 代 の 初期 の 思い 上 が り と 勝利 主 
義 を よく 表し て いる 。 自由 主義 の 資本 主義 は 、 全 世 
界 に 広がる 運命 に ある 人 類 文明 の 絶頂 だ と 宣言 され 
た 。 も ちろ ん 、 こ の 空想 的 な 見 方 の 根底 に ある の は 
世界 中 に 帝国 主義 資本 が 実際 拡大 する と いう 現実 だ 
っ た 。 自由 主義 の 勝利 主義 は 、 こ の 過程 を イデ オロ ギ 
ー 的 に 正当 化す る も の だ っ た 。 米国 と その 同盟 諸国 
は 、 経済 的 ・ 社 会 的 進歩 の 名 の 下 に 世界 を 支配 し た 。 
それ は 植民 地 に お ける 白人 の 責務 の 現代 版 で ある 。 


こう し た イデ オロ ギー の 導 い の 背後 で 、 米国 は ソ 
連邦 崩壊 後 時 代 に さま ざま な 軍事 介入 を 先導 し た 。 
第 一 次 湾岸 戦争 し と セ ルビ ア へ の 介入 は 「 小 国 を 守 
る | た め だ っ た 。 ソマリ ア へ の 介入 は 「 飲 えた 人 々 を 救 
う | た め だ っ た 。 この イデ オロ ギー は 「 保 護 す る 責任 」 

(R2P) と し て 国連 に 明記 され た 。 この 方 針 の 名 前 が 
示す よう に 、 諸 大 国 は 世界 の 抑圧 され た 人 々 を 守る た 
め 、 軍 事 介 人 する 責任 が ある と 宣言 し た も の で ある 。 
ブッ シュ ・ ジ ュ ニ ア の イラ ク 戦 争 が この 範 購 に きっ ちり 
に この 戦争 ! 0 
る 反対 が 極め て 多かっ た 。 と は いえ 、 根 本 的 に 
64 介 人 人 は この 時 期 に 0 の 

変わ ら な か っ た 。 その 目的 は 何より も まず 、 全量 
する 米国 の 軸 権 を 主張 する こと で あり 、 長期 的 な 経 
済 的 、 戦略 的 利益 を 確保 する こと で は な か っ た 。 イラ 

ク の よう な 介入 に 反対 し た 米国 の 同盟 諸国 は 、 米国 
が 小国 を 潰せ る こと を 再度 示す た め に 、 かなり の 資源 
を つき 込む 価値 ある と 見 な さなか っ た た め 、 反対 し た 
の で ある 。 それ より ゃ 、 代 償 を 払わ ず に 米国 の 秩序 の 
恩恵 を 享受 し た ほう が いい 。 


この 時 期 の 武力 衝突 より も ずっ と 重要 だ っ た の 
は 、 帝 国 主義 金融 資本 が 地球 の 隅 々 まで 経済 的 に 
浸 穫 し て いっ た こと で ある 。 グロ ー バ リゼ ーション の 


過程 は 、 そ れ 自 体 、 一 連 の イデ オロ ギー 的 原則 に 伴 
われ 、 促 進 さ れ た 。 一 種 の 帝国 主義 的 国際 主義 が 、 
ほとん どの 西側 諸国 の 総意 と な っ た 。 民族 国家 は 過 
去 の も の と され 、 自 由 質 易 、 開か れ た 資本 市 場 、 そ し 
て 大 量 の 移民 が 、 進歩 と 世界 平和 へ の 道 と 見 な され 
た 。 こう し た 高尚 な 原則 も また 、 支 配 階級 の 特定 の 利 
益 を 反映 し た 。 そし て 抑圧 され た 国々 の 民族 的 権利 
を 踏み に じ り 、 西側 諸国 の 産業 を 空洞 化し 、 安価 な 
労働 力 を 輸入 し 、 帝 国 主 義 資本 と 商品 に 市 場 を 開放 
する た め 巧 み に 利用 され た 。 


ソ連 邦 崩 壊 後 時 代 の 労働 運動 


第 二 次 世界 大 戦後 の 期間 、 労働 者 階級 の 先頭 に 
は 、 ど こ に も ゃ 、 意 識 的 な 革命 的 前 衛 が 立た な か っ た 。 
に ゃ か か わら ず 、 多 く の 重 要 な 獲得 物 が あっ た 。 ソ連 
邦 、 戦後 の 新た な 労働 者 諸国 家 ( 後 に 中 国 、 キ ュー 
バ 、 ベ トナ ム 、 ラ オス が 加わ る ) 、 そし て 資本 主義 世界 
に お ける 強力 な 労働 運動 な ど で あ る 。 後 者 に は 強力 
な 労働 組合 や 大 衆 的 な 労働 者 政党 が 含ま れ た 。 し か 
し な が ら 、 こ うし た 事例 の 一 つ 一 つ に お いて 、 日和見 
主義 の 官僚 指導 部 が 、 絶え ず こ れ ら の 労働 者 階級 の 
力 の 拠点 を 弱体 化 さ せ 、 空洞 化し た 。 1980 年 代 に 米 
国 と ブリ テン の 労働 組合 が 強烈 な 一 斉 攻撃 を 受け た 
と き 、 そ の 指導 部 は 、 労働 者 の 英雄 的 な 犠牲 に も か 
か わら ず 、 こう し た 攻撃 を 撃退 で き な か っ た 。 東 欧 で 
は 、 ソ ビエ ト 官 僚 は 闘う こと な く 次 々 と 陣地 を 清算 し 、 
つい に は 自ら を 解体 し て し まっ た 。 つま る と ころ これ ら 
の 敗北 は 、 国際 プロ レタ リア ー ト の 戦後 の 地位 全体 を 
不安 定 に させ 混乱 させ た 。 


これ ら の 大 惨事 は 資本 家 に よっ て 利用 され た 。 彼 
ら は 自ら の 優位 な 立場 を 活用 し 、 弱体 化し 混乱 し た 
労働 運動 か ら ま すま す 多 く の 獲 得 物 を 奪い 取っ た 。 
世界 の ほとん ど あ ら ゆ る 場所 で 、 労働 組合 の 組合 員 
数 は 減少 し 、 国有 化 さ れ た 産業 や 公共 事業 は 民営 化 
され 、 か つて 強力 だ っ た イタ リア 共産 党 の よう な 労働 
者 党 は 単に 解党 し 、 西側 諸国 で は ます ます 多く の 産 
業 が 閉鎖 され た 。 労働 者 階級 に 対す る こう し た 客観 
的 な 打撃 は 、 労働 運動 の 土気 井 失 と 右翼 的 転換 を 
引き 起こ し た 。 


帝国 主義 諸国 で は 、 社会 民主 主義 の 指導 者 、 スタ 
ー リ ン 主 義 の 残党 、 労働 組合 の トッ プ の 大 半 が 、 公然 
と 自由 主義 の 勝利 主義 を 受け 入れ た 。 伝統 的 な 改良 
主義 や 労働 組合 主義 は 、 こ の 新しい 時 代 に と っ て 急 
進 的 すず ぎる と 考え られ て いた 。 階級 闘争 は 終わ っ た 
と 言わ れ 、 労働 組合 は 立派 な (つまり 無力 な ) も の に 
な ら な けれ ば な ら ず 、 社 会 主義 は せい ぜ い 空 想 的 な 
も の と 見 な され た 。 労働 運動 内 に 民営 化 や 自由 貿易 
へ の 反対 は 存在 し た が 、 ご く 少 数 で あり 、 そ れ ら が 不 
可 避 で ある と いう 信念 に よっ て 損なわ れ た 。 ト ニー・ 
ブレ ア に よる ニュ ー レ イ バ ー の 計画 は 、 こ の 右翼 的 転 
換 を 象徴 し て いた 。 彼 は 、 労働 党 を 、 労働 組合 基盤 
の 労働 者 階級 政党 か ら 、 米国 の 民主 党 に 似 た 政党 


に 変え よう と し た 。 政府 に お いて は 、 モ ダニ ズム と 進 
歩 的 な 社会 的 価値 維 と いっ た うわ べ の 飾り で 固め た 
抜本 的 な 新 自由 主義 改革 を 推し 進め た 。 こう し た 新 
し い 「 労働 指導 者 ]」 が 、 プ リ テ ン や その 他 の 国々 で 、 
労働 運動 の 存在 その も の や 、 労働 運動 が 築 か れ た す 
べ て の 原則 を 捨て 去る な か で 、 伝 統 的 な 組織 は 一 層 
弱体 化し 、 空洞 化し て いっ た 。 労働 組合 や 労働 者 党 
に お ける 自由 主義 の 支配 は 、 基本 的 に 労働 運動 が 自 
ら の 足 を 切り 落と すこ と に 等 し く 、 今 日 の 弱体 化し た 
状態 を も た らし た 。 


常 国 主義 に よっ て 抑圧 され た 国々 


西側 諸国 や 日 本 で は 、 労働 者 階級 の 状態 は 、 産 
業 の 海外 移転 に よっ て 低下 し た 。 し か し な が ら 、 帝 国 
主義 に 抑圧 され た 多く の 国々 で は 、 産業 は 活況 を 呈 
し た が 、 プロ レタ リア ー ト は 、 そ の 政治 的 地位 が ソ連 
邦 月 壊 後に さら に 実質 上 低下 する の を 経験 し た 。 労 
働 者 階級 が 客観 的 に 強化 され る 中 で 、 こ の 弱 さ を ど 
う 説明 する の か 2 国 に よっ て 大 幅 な 違い が ある こと を 
考慮 に 入れ な が ら 、 一般 的 な 傾向 は 確証 する こと が 
で きる 。 1980 年 代 か ら 90 年 代 に お ける 国際 情勢 は 、 

「 発 展 途上 国 ] や 「 新 興国 」 に 対す る 帝国 主義 の 支 
配 力 を 引き 締め る こと に つなが っ た 。 その 結果 、 第 三 
世界 の 民族 主義 や 戦闘 的 な 労働 者 階級 の 政治 を 犠 
牲 に し て 、 自由 主義 の 強化 に 有利 に 働い た 。 セ クシ ュ 
アリ ティ 、 人 種 、 宗教 と いっ た 社会 的 諸 問題 に 関し て 
自由 主義 は 概して あま り 進 展 し な か っ た が 、 経 済 的 
な 自由 主義 ( 新 自由 主義 ) と ある 程度 の 政治 的 自由 
主義 (形式 的 な 民主 主義 ) が 支配 的 に な っ た 。 


政治 レベ ル で は 、 自 由 主 義 的 民主 主義 へ の 国際 
的 な 収 人 載 は 、 幾 分 米国 の 外交 政策 の 結果 で ある 。 こ 
の 政策 は 、 民主 的 改革 を 、 社会 的 動 挿 を くい 止め る 
最適 な 方 法 と し て 、 ま すま す 見 な す よ うに な っ た 。 し 
か し 、 新 植民 地 諸国 の 国内 体制 も 、 国 際 的 な 労働 
運動 の 弱体 化 に よっ て 大 き な 影 響 を 受け た 。 エリ ー 
ト 層 た ち は 自 分 た ちの 立場 に より 自信 を 持ち 、 彼 ら に 
謀 歩 の 余地 を 与え る 一 方 で 、 被 抑圧 者 は 立場 を 弱め 
た 。 そし て その 状況 が 急進 的 な 変化 を あき ら め る よう 
圧力 を 強め た 。 この こと は 国内 矛盾 の 先鋭 化 を 軽減 
し 、 南 朝鮮 、 台 湾 、 ブ ラジ ル 、 南ア フリ カ と いっ た 国々 
が 、 準 全体 主義 の 独裁 制 か ら 一 定 の ブル ジョ ア 民 主 
主義 に 取っ て 代わ る こと が で きた 。 弾圧 より も 階級 協 
調 に 依存 し た 政権 に と っ て は 、 状 況 の 変化 は 労働 運 
動 へ の 譲歩 の 必要 性 を 低下 させ た 。 例え ば メキ シコ 
で は 、70 年 間 続 いて きた 古い コー ポラ ティ ズム の 一 党 
支配 が 徐々 に 破壊 され 、 そ れ に 伴っ て 労働 組合 の 影 
響 の 多く も 排除 され た 。 


経済 レベ ル で は 、 ツ 連邦 の 存在 に よっ て 、 新 植民 
地 諸国 が 二 つ の 大 国 間 で バラ ンス を と る こと を 可能 に 
し た 。 多く の 政権 が 経済 の 重要 な 部 門 を 国有 化し 、 
国内 の 資本 の 流れ を ある 程度 統制 し た 。 こ うし た モ 
デル は 非 効率 で 腐敗 し て いた が 、 米 国 や 他 の 帝国 


主義 者 か ら 一 定 の 独立 を 可能 に し た 。 ソ 連邦 の 崩壊 
は 、 こ うし た モデ ル に と ど め を 刺し た 。 新 植民 地主 義 
諸国 は 、 帝 国 主 義 者 の 経済 的 指図 に 完全 に 同調 し 、 
旧来 の コー ポラ ティ ズム で 国家 統制 主義 の 構造 を 捨 
で まる し か な か ら る た 。 


新 植民 地 世 界 で の 労働 運動 も また 、 西側 と は 異 
な る 仕方 で は ある が 、 高まっ た 自由 主義 の 圧力 に 屈 
服 し た 。 ブラ ジル や 南ア フリ カ の よう な 特定 の 場合 で 
は 、 以 前 抑圧 され た 労働 者 階級 の 政党 で ある 労働 者 
党 (PT) や 南ア フリ カ 共 産 党 が 、 新 自由 主義 の 「 民 


主 的 ] 新 体制 の 執行 者 と な っ た 。 メ キシ コ で は 、 新 目 
由 主 義 に 対す る 労働 者 階級 の 抵抗 は 、 与 党 か ら 分 像 


し た 左 細 ポ ピュ リス ト の 革命 民主 党 に 結び つい た 。 
革命 民主 党 自 身 は 、 よ り 多 く の 米 国 資本 が メキ シコ に 
浸透 する の に 反対 し て いた の で は な く 、 メ キシ コ の 強 
奪 に 対し て より 良い 条件 を 求め て いた だ け で ある 。 多 
く の 国 々 で は 、 労働 運動 は 自由 主義 の 6 の NGO 世 界 と 
一 緒 に な り 、 階級 闘争 より も ゃ むしろ | 人 権 」 や 「 ミ レニ 
アム 開発 目標 」 を 後援 し た 。 こう し て 、 多 く の 国 々 で 
労働 者 階級 の 経済 力 が 成長 し て いた が 、 自 由 主 義 へ 
と 進み 、 世界 帝国 主義 と の 統合 に 向かっ て 進む 国内 
的 ・ 国 際 的 な 強い 流れ に 屈服 する 指導 部 に 政治 的 に 
麻痺 さす せら れる 状況 だ っ た 。 


中 国 の 特色 ある 新 自由 主義 

東ドイツ か ら ソ 連邦 へ と 押し 寄せ た 反革命 の 波 
の 後 で 、 中 国共 産 党 に と っ て 前 途 は 厳し いと 思わ れ 
た 。1989 年 の 天安 門 蜂 起 の 血 な まぐ さい 鎮圧 は 、 政 
権 を 世界 の 舞台 で 孤立 させ た 。 米国 と その 同盟 諸国 
に と っ て 、 中 国 が ッ 連 の 道 を た どり 、 成長 する 自由 民 
主 主 義 の 勢力 に 統合 され る の は 時 間 の 問題 だ っ た 。 
し か し 、 こ れ は 中 国共 産 党 が た どっ た 道 で は な か っ 
人 間野 か ら 引 
き 出 し た 教訓 は 、 権 力 を 維持 する た め に は 、 高 い 経 
寺 昌 二 DGP に の の 
いう こと だ っ た 。 これ を 達成 する た め に 、 中 国共 産 党 
は 、1970 年 代 後半 に 部 小 平 が 始め た 「 改 革 開 放 」 
路線 を さら に 推し 進め た 。 これ は 農業 や 工業 の 市 場 
自由 化 、 民営 化 、 外 国 資 本 の 誘致 な どか ら 成 っ て い 


た 。 現在 、 中 国共 産 党 に よる 権力 掌握 は か つて な い 
ほど 強固 に 見 える 。 中国 共産 党 と その 擁護 者 た ち に 
と っ て 、 中 国 は 、 指導 者 の 賢明 な 政策 に よっ て 、 歴史 
の 流れ に 導 か れ て いる 。 し か し 、 階級 闘 省 の これ か 
ら の 激流 が 明らか に する よう に 、 こ の 見 か け の 成功 
は 、 中 国共 産 党 の 能 取 り 能 力 よ りゃ も 、 ツ 連邦 崩壊 後 
の 停滞 し た 状況 に ずっ と 関係 し て いる 。 


「 グ ロー バル な 共産 主義 ] の 脅威 が 見 た と ころ 消え 
去る に つれ 、 ま た 郊 小 平 が 1992 年 の 「 南 方 視察 」 で 外 
国 資 本 を 歓迎 する 路線 を 党 に 再 確認 さす たため 、 帝 国 
主義 の 投資 が 中 国 に 殺到 し た 。 経済 特区 は 、 最良 の 新 
自由 主義 的 自由 市 場 の 実践 に ふさ わし い 規 制 緩和 され 
た 環境 と 、 中 国共 産 党 に よっ て 従順 が 保証 され た 安価 
な 労働 の 巨大 な 予備 要員 を 提供 し た 。 その 一 方 で 国家 
主導 の 経済 は 巨大 な 資源 を 結集 し て イン フラ と 工場 を 
建設 し た 。 この 組み 合わ せ は 、 独占 資本 主義 に 慕 大 な 
利益 を もち も あたら し た が 、 し か し また 中 国 に お ける 比類 な き 
経済 的 ・ 社 会 的 進歩 を も た らし た 。 2008 年 以降 の 3 年 
間 で 、 中 国 は 20 世 紀 全 体 で 米国 が 使用 し た より も 多く 
の セメント を 使用 し た 。 1978 年 以来 、GDP の 成長 は 年 
間 平 均 99% で あり 、 8 億 の 人 々 が 貧困 か ら 脱 却 し た 。 中 
at は 、 生産 性 の 飛躍 的 な 増大 を 
可能 に し 、 巨大 な 新 市 場 を 開き 、 経済 成長 と 世界 貿易 
の 拡大 の 原動力 と し て 役立っ た 。 中 国 の 台頭 は 、 ソ 連邦 
崩壊 後 時 代 の 秩序 の 最大 の 成功 で あり 、 同時 に 最大 
の 面 威 で も ある 。 

社会 民主 主義 者 や リベラ ル な 道徳 主義 者 に と っ て 
は 、 中 国共 産 党 の 重 商 主義 と 抑圧 的 な 政策 は 、 中 国 が 
今や 資本 主義 ある い は 帝国 主義 むす ら な っ て いる 証拠 で 
ある 。 し か し 、 ツ 連邦 や 東欧 で 起こ っ た こと と 違い 、 中 
国 の スタ ー リ ニス ト 体 制 は 経済 と 国家 の 支配 を 決し て 
手放さ な か っ た 。 主要 な 経済 的 テコ は 集 産 化 さ れ た ま 
まで ある 。 多く の 点 で 、 中 国 の 経済 体制 は 現在 、 レ ー ニ 
ン が 「 国 家 資 本 主義 ] と 説明 し た も の の 極端 な バー ジ 
ョ ン に 似 て いる 。 つ まり 、 プロ レタ リア 独裁 の 下 で 、 特定 
の 経済 分 野 を 資本 主義 の 挫 取 に 開放 する こと で ある 。 


部 小 平 と その 後継 者 た ち に よる 政策 の マル クス 主 
義 的 評価 に と っ て 、 市 場 改革 や 資本 主義 と の あら ゆめ 
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る 妥協 を 単に 原則 的 に 否定 する こと は で き な い 。 むし 
ろ 、 協定 の 条件 と 目的 、 そ し て これ ら が 労働 者 階級 の 
全体 的 な 立場 を 強化 し た か どう か を 見 な けれ ば な ら 
な い 。 レー ニン は 、 コ ミン テル ン の 第 3 回 大 会 に お い 
て 、 ソ ビエ ト 労 働 者 国家 に お ける 対外 的 な 利権 へ の 
彼 の アプ ロー チ を 次 の よう に 概説 し た 。 
「 国 家 資 本 主義 の 体系 の な か で の 利権 が 資本 主 
義 に た いす る 頁 物 で ある こと を 、 われ われ は まっ た 
く 率 直 に みとめ る 。 われ われ は その こと を か くし は 
し な い 。 だ が 、 われわれ は 時 を か せ ぐ 。 そし て 、 時 
を か せ ぐ こと は 、 す べ て を か せ ぎ と る こと を 意味 す 
る 。 と くに 、 わ れ わ れ の 外国 の 同志 た ち が 彼 ら の 
革命 を 根本 的 に 準備 し て いる 均衡 期 に あっ て は 、 
な お さら で ある 。 そし て 、 革命 が 根本 的 に 準備 さ 
れれ ば され る ほど 、 そ れ だ け そ の 勝利 は 確実 と な 
る で あろ う 。 と と ころ で 、 そ れ ま で は われ われ 頁 物 を 
支払 わな けれ ば な ら な いで あろ う 。 」 
ー |「 ロ シア 共産 党 の 戦術 に つい て の 報告 
(1921 年 7 月 ) 
レー ニン は 、 経 済 発展 を 促進 し 、 革命 が 国際 的 に 
拡大 する こと が で きる まで 時 を 稼ぐ 手段 と し て 、 外国 資 
本 を ロシア に 呼び 込 も うと し た 。 彼 が 準備 で き て いた 妥 
協 は 、 資本 主義 と の 闘争 を 脇 に 追い や る と いう こと を 少 
し ゃ 含ま な か っ た 。 反対 に 、 彼 は 次 の よう に 主張 し た 。 


「 こ の 闘争 は 、 形 態 を 変え は し た が 、 依 然 と し て 
闘争 で ある 。 どの 利権 契約 者 も すべ て 資本 家 で 
あっ て 、 ソ ビエ ト 権 力 を 掘 し くず そう と 努力 する で 
あろ う が 、 われ われ は 彼ら の 貧 欲 を 利用 する よう 
に 努力 し な けれ ば な ら な い 。 」 

ー 「 全 ロシア 労働 組合 中 央 評議 会 の 共産 党 グ ル 

ー ブ 会 議 で の 利権 に つい て の 報告 」 (1921 年 4 月 ) 

これ と は 対照 的 に 、 部 小 平 は 「 社 会 主義 と 市 場 経 
済 の 間 に 根 本 的 な 矛盾 は 存在 し な い 」 と 公言 し た 
(1985 年 ) 。 部 小平 と その 後継 者 た ち に と っ て は 、 世 
界 革 命 に 向け た 時 間 稼 ぎの 問題 な ど び で は けっ し て な 
く 、 資 本 主義 世界 と 本 質 的 に 調和 する な か で 中 国 を 
発展 させ る と いう 夢 物語 を 追求 する こと で あっ た 。 
この 30 年 間 は 、 生 の 経済 デー タ を 見 る な ら ば 、 上 驚 
くべ き 結 果 を も た らし た 一 方 で 、 中 国労 働 者 国家 の 強 
さ を 階 級 的 標準 に 基づい て 評価 すれ ば 、 そ の 実態 は 
まっ た く 異 な っ て いる 。 中 国 の 発展 は 、 砂 上 の 基盤 の 
上 に 、 つ まり 世界 帝国 主義 と の 「 平 和 共 存 」 に 基づい 
て 築 か れ て きた 。 中 国 の 台頭 に は 根本 的 な 矛盾 が 存 
在 する 。 中 国 が より 強く な れ ば な る ほど 、 そ の 台頭 を 
可能 に し た 条件 、 つ まり 米国 の 穫 権 下 で の 経済 的 な 
グロ ー バ リゼ ーション を 掘り 崩す の で ある 。 し か し 、 中 
国共 産 党 は 、 米 帝 国 主義 と の 必然 的 な 闘争 に 向け て 
国際 的 な 労働 者 階級 を 結集 する の で は な く 、 何 十 年 
ゃ の 間 、 衝 突 を 回 避 す る 手段 と し て 、「 経 済 的 相互 依 
存 」 、「 多 国 間 協 調 主義 ] 、「 双 方 に 利益 を も た ら す 
協力 」 へ の 信頼 を 促進 させ た 。 この よう な 平和 主義 の 


幻想 は 、 帝 国 主義 を 決定 的 に 打ち 負かす こと の で き 
る 唯一 の 勢力 で ある 労働 者 階級 を 武装 解除 する こと 
に よっ て 、 中 華人 民 共 和 国 を 弱体 化し て きた 。 


中 国 の 立場 は 、 中 国 本 土 に 出現 し 、 労働 者 国家 の 
破壊 に 直接 的 な 関心 を 持つ 強力 な 国内 の 資本 家 階 
級 に よっ て 、 一 層 掘 り 月 され て いる 。 中 国共 産 党 は 、 
社会 シス テム に 対す る この 致命 的 な 脅威 を 認識 する 
どこ ろか 、 こ の 階級 の 成長 を 公然 と 奨励 し 、「 中 国 の 
特色 ある 社会 主義 」 の 建設 に 向け た その 頁 献 を 強調 
し て きた 。 その 力 が 労働 者 階級 の 挫 取 に 依存 する 階 
級 は 、 労働 者 階級 の 国家 権力 に 基づく 体制 で ある プ 
ロレ タリ アー ト 独 裁 の 致命 的 な 英 だ と いう こと を 理解 
する の に 、 マ ルク ス の 研究 者 で ある 必要 は な い 。 


レー ニン に と っ て 、 外国 資本 家 へ の 利権 を 確立 す 
る 唯一 の 原則 は 、 資本 家 に と っ て 「150% の 利益 」 を 
意味 する と し て も 、 プロ レタ リア ー ト の 権力 を 維持 し 、 
その 条件 を 改善 する を こと で あっ た 。 彼 は 、 ロ シア と 外 
国 双 方 に お ける プロ レタ リア ー ト の 草 命 的 潜在 力 に 、 
彼 の 戦略 全体 の 基礎 を 置い た 。 この 展望 は 、 革命 を 
疫病 の よう に 恐れ 、 何より も また 自ら の 官僚 的 特権 を 
維持 する た め に 政治 的 安定 を 求め る 中 国共 産 党 官 
僚 と は 何 の 関 係 も な い 。 中国 共産 党 の 政策 は 、「 共 
通 の 繁栄 」 を 築く どこ ろか 、 海外 の 労働 者 と 競争 し 、 
資本 投資 を 確保 する た め 、 労働 者 階級 の 願望 を 抑制 
し て 、 労働 条件 を 可能 な 限り 悲惨 な まま に 維持 し よ 
うと し て きた 。 利益 を 得 て き た の は 、「 懸 命 に 働く 人 
民 」 で は な く 、 官 僚 と 資本 家 の わ ず か な 徒党 で ある 。 
真実 は 、 中 国共 産 党 は 国内 外 の 資本 家 と 連携 し て 働 
き 、 中 国 国内 と 国際 的 な 労働 者 に 反対 し て きた と いう 
こと で ある 。「 社 会 主義 」 の 名 で 行わ れる この 裏切り 
は 、 国際 労働 者 階級 か ら 見 れ ば 中 華人 民 共 和 国 を 
汚し 、1949 年 革命 の 防衛 を 掘り 明 す の で ある 。 


IV. 自由 主義 に 対し て 自由 主義 で 戦う 


1991 年 以降 、 西側 諸国 の 強固 な 政治 的 総意 に 
は 、 左翼 や 右 翼 か ら 反 対 意 見 が 存在 し な か っ た わけ 
で は な い 。 し か し な が ら 、 一 般 的 に 言え ば 、 こう し た 
反対 意見 は 、 自由 主義 の 世界 秩序 と いう 基本 的 な イ 
デオ ロ ギ ー 的 前 提 に 挑戦 し な か っ た 。 そし て それ は 、 
この 秩序 の 物質 的 基盤 で ある 米国 の 金融 資本 の 支 
配 に 挑戦 する も る の で も な か っ た 。 左翼 に 現れ 出 た さ 
ま ざ ま な 運動 は 、 自由 主義 の 道徳 観 に 基づい て 現状 
を 批判 し た 。 つ まり 現状 維持 の 基本 的 な イデ オロ ギ 
ー 基 盤 に 基づい て 現状 を 批判 し た 。 自由 貿易 、 戦争 、 
人 種差 別 主義 、 緊縮 財政 の いずれ に 反対 する に せ 
よ 、 左翼 の 運動 は すべ て 、 全体 制 を 無傷 の まま に 、 し 
か し その 最も 残忍 な 側面 な し に 保ち な が ら 、 帝 国 主 
義 の 行き 過ぎ を 抑制 する こと に 基づい て いた 。 レー ニ 
ン が 当時 の 帝国 主義 批判 に つい て 説明 し た よう に 、 
それ は 「 あ どけ な い 願 望 ]| に すぎ な か っ た 。 な ぜ な 
ら 、 彼 ら は 「 帝 国 主義 6 トラ スト と の 、 し た が っ て また 
資本 主義 の 基礎 と の 不可 分 の 結び つき 」 を 認識 し て 


いな か っ た か ら で あ る (『 帝 国 主 義 論 』) 。 こう し て 、 
ソ ツ 連邦 崩壊 後 の さ ま ざ ま な 左翼 運動 は 、 非 難し 、 嘆 
願 し 、 デ モ を 行い 、 歌 い 、 自 分 の 箸 を 持ち 歩く が 、 自 
由 主 義 の 帝国 主義 に 対す る 真 の 反対 運動 を 構築 する 
こと は まっ た く で き な か っ た 。 
反 グ ロー バリ ゼー ショ ン 運 動 

反 グ ロー バリ ゼー ショ ン 運 動 は 、1999 年 の シア ト 
ル で の WTO 抗 議 行動 で 本 格 化 し た 。 その 後 、 世界 
中 で さま ざま な 同様 の 運動 が 起こ り 、 最終 的 に 世界 
社会 フォ キー ラム が 誕生 し た 。 この 運動 自身 は 、 労働 
組合 、 環境 保護 主義 者 、 NGO、 先住 民 の グル ー ズ 、 
アナ ー キ スト 、 社 会 主義 者 の 折 裏 的 な 混ざり も の だ っ 
た 。 この 寄せ 集め に は 一 貫 性 も 共通 の 目標 も な く 、 資 
本 主義 の 歯車 を 止め よう と する グロ ー バ リゼ ーション 
の 敗者 と 、 そ の 循環 を より 残酷 で な いも の に し よう と 
する 自由 主義 左翼 の 連合 体 だ っ た 。 


労働 組合 で は 、 グ ロー バリ ゼー ショ ン へ の 反対 
は 、 産業 の 海外 移転 に よる 雇用 喪失 に 対す る 労働 者 
階級 の 抵抗 に よっ て 駆り 立て らち られ た 。 この も っ と ゃ も な 
労働 者 階級 の 怒り は 、 正しく 方 向 付け され た な ら ば 
国際 的 な 階級 勢力 の 均衡 を 変化 させ 、 金融 資本 の 攻 
替 を くい 止め る こと が で きた だ ろう 。 この こと は 、 工 場 
占拠 、 ス トラ イキ 、 組合 結成 と 組織 化 の 推進 な ど 、 独 
占 資 本 の 利益 に 直接 対 財 する 強力 な 防衛 闘争 を 必 
要 と し た だ ろう 。 し か し 、 労働 組合 の 指導 者 た ち に よ 
っ て 、 そ の 反対 の こと が 実行 され た 。 


米国 で は 、 こう し た 指導 者 た ち は 、 産業 の 海外 移 
転 や 例え ば 北米 自由 貿易 協定 (NAFTA) な ど に 反 
対し た が 、 NN RI NH 
し た 。 彼ら は 自身 すでに 、「 共 産 主義 と の 闘い 」 に 従 
事 す る こと と で と の Ph 貢献 し た 。 労働 
組合 は 、 産業 の 海外 移転 に 導く 実際 の 要因 で ある 米 
帝国 主義 の 支配 を 支持 し 続け る 一 方 で 、 雇用 の 防衛 
の 闘い を 実行 する こと は で き な か っ た 。 彼 ら は 実際 
支持 し た 。 保護 主義 に よる 反 メ キシ コ と 反 中 国 キ ャ ン 
ペー ン か ら 大 統領 選 で の ビル ・ ク リン トン 支持 に 至る 
まで 、 そ うし た 。 ヨー ロッ パ で は 、 自 由 貿 易 に 対す る 
正式 な 反対 で さえ ずっ と 弱く 、 多 く の 労 働 組合 が マー 
スト リヒ ト 条 約 と EU を 支持 する 積極 的 な キャ ン ペ ー 
ン を 行っ た 。 そう し な か っ た 組合 は 、 米国 の 組合 と 同 
様 、 経済 の 自由 化 の 背後 に ある 支配 階級 と 戦う の を 
拒否 し 、「 外 国 の 利益 ] に 反対 し て 、 あ る 国 で 労働 と 
資本 間 の ブロ ッ ク を 追求 し た 。 どちら の 場合 $、 結果 
は 労働 者 階級 に と っ て 、 大 規模 な 雇用 井 失 と いく つ 
か の 地域 の すべ て の と ころ の 癌 退 を 伴う 、 ま っ た く の 
荒廃 状態 で あっ た 。 

反 グ ロー バリ ズム 運動 の も う 一 方 の 側 は 、 さ ま ざ ま 
な NGO、 ア ナー キス ト 、 エ コロ ジス ト 、 社 会 主義 グル 
ー プ で 構成 され て いた 。 これ ら の グル ー プ 自身 の ほ と 
ん ど が 主張 し て いる よう に 、 彼 ら は グロ ー バ リゼ ー シ 

ン に 反対 し て いる の で は な く 、「 よ り 公 平 で 」「 民 主 


的 で 」「 環 境 に 優し い 」 グロ ー バ リゼ ーション を 求め 
て いた 。 先 に 説明 し た よう に 、 グロ ー バ リゼ ーション 
は 帝国 主義 の く び き の も と で 公平 な も の と は な りえ な 
い 。 そし て 、 新 自由 主義 の 攻勢 は 国際 労働 者 階級 の 
立場 を 強化 する こと に よっ て の み 阻 止 す る こと が で き 
た 。 反 グ ロー バリ ゼー ショ ン 運 動 は 、 こ れ を 推進 する 
と め に 何 も で き な か っ た 。 それ は 自由 主義 の 勝利 主 
義 の 結果 と お そら く < 闘う は ず だ っ た が 、 そ うす る こと 
が で き な か っ た 。 な ぜ な ら こ の 運動 が 同じ 自由 主義 
の 勝利 主義 を 容認 し た か ら で あ る 。 この 運動 は 、 階 
級 闘争 が 終わ り 、 民族 国家 が 国際 企業 に 取っ て 代わ 
っ た と 主張 し た 。 だ か ら 、 明らか に この 運動 は 、 グ ロ 
ー バ リゼ ーション を 支持 する 帝国 主義 諸国 家 に 反対 
する 階級 闘争 を 組織 し な か っ た の だ 。 


この 運動 は グロ ー バ リゼ ーション を 基本 的 に 避け ら 
れ な いも の と 見 な し 、 労働 者 階級 を せい ぜ い 無 関係 の 
も の と 考え た た め 、 何 百 万 も の 雇用 の 喪失 に 反対 する 
こと は 何 $ も し な か っ た 。 左翼 は 、 特 定 の 労働 組合 官僚 
や 反動 的 な 政治 家 に よっ て 吹聴 され た 保護 主義 的 な 
排外 主義 を 非難 し た が 、 雇用 と 労働 諸 条 件 を 防衛 する 
た め の 綱 領 を 提供 する こと な し に そう し た 。 これ は 、 米 
国 の 海外 進出 の た め 、 保護 主義 や ネイ ティ ビズ ム を 非 
難し て いた ブッ シュ 家 や クリ ント ン 家 へ の 左翼 的 な 模 條 
者 に な る こと を 意味 し た 。 反 グ ロー バリ ゼー ショ ン 運 動 


が 拒否 し た 基本 的 な 真実 は 、 米国 と ヨー ロッ パ に お け 
る 労働 者 階級 の 雇用 を 真 に 防衛 する こと が 、「 第 三世 


界 」 の 労働 者 の 利益 に 反する も の で は な く 、 帝 国 主義 
の 略奪 を 強め る こと に 歯止め を か ける こと で 、 彼 ら の 立 
UE と いう こと で ある 。 国際 主義 者 に な 
る た め に 、 労働 者 階級 は 、「 自 由 主 義 ] や | 啓蒙 主義 」 
の ょ な ら ず 、 帝 国 主義 を 打倒 する た め に 団結 し な 
けれ ば な ら な い 。 帝国 主義 ツレ ジョ アジ ー に 対す る いか 
な る 闘争 $、 客観 的 に 、 国際 労働 者 階級 を 団結 させ 、 
その 民族 主義 の 指導 部 と 手 を 切る だ ろう 。 


反 グ ロー バリ ゼー ショ ン 運 動 が 少数 の 暴動 を 引き 
起こ すこ と に 成功 し た 一 方 で 、 こ の 暴動 は 帝国 主義 
に 何 の 春 威 に ちゃ な ら な か っ た 。 現状 へ の 根本 的 な 忠 
誠に よっ て 麻痺 する な か で 、 この 運動 は 、 結局 の と こ 
ろ 、1990 年 代 と 2000 年 代 初 あ における 金融 資本 の 
圧倒 的 な 攻勢 の な か で の 付随 的 な 事件 に 過ぎ な か っ 
た 。 つい に は 、 NAFTA と EU へ の 正式 な 反対 運動 で 
さえ 、 実 際 労 働 運 動 と ほとん どす べ て の 左翼 に よっ て 
中 止 さ れ た 。 結局 、 グ ロー バリ ゼー ショ ン に 反対 する 
勢力 の 無力 さこ そ 、 西側 の 何 百 万 も ゃ の 労働 者 を トラ ン 
プ 、 フ ラン ス の ル ペ ン 、 イタ リア の メロ ー ニ と いっ た デ 
マ ゴ ー グ た ちの 方 へ 駆り 立て た の で ある 。 


2008 年 以降 の 米国 と ヨー ロッ パ で の 反 体制 左翼 


2007 年 の 信用 バブ ル は 、 自 由 主 義 世界 秩序 の 頂 
点 を 示し た 。 その 後 の 経済 危機 は 、 世 界 貿 易 の 拡 
大 、 生産 性 の 向上 、 政治 的 ・ 地 政 学 的 総意 と いっ た 
安定 と 経済 成長 に 寄与 し て きた 活力 が 頓挫 し 反転 す 


る な か 、 重 要 な 転換 点 を 意味 し た 。 この 危機 と その 
余波 が ソ連 邦 崩 壊 後 の 時 代 を 終わ ら せ な か っ た が 、 
それ は この 時 代 を 人 触 む 傾向 を 加速 させ た 。 西側 世界 
の 多く で は 、 数 百 万 人 も の 失業 と 立ち 退き 、 そ れ に 続 
く 緊 縮 政 策 の 波 は 深刻 な 政治 的 不満 を 引き 起こ し 
た 。 1990 年 代 以 降 初 め て 、 ソ 連邦 崩壊 後に 存在 し た 
総意 の キー と な る 支柱 を 攻撃 する 主要 な 政治 運動 が 
現れ た 。 右翼 の 側 で は 、 保護 貿易 主義 、「 多 国 間 協 調 
主義 ] へ の 反対 、 公然 た る 排外 主義 が 主流 と な っ た 。 
左翼 の 側 で は 、 緊縮 政策 へ の 反対 、 国有 化 の 要求 、 
そし て ある 方 面 で は NATO へ の 反対 で あっ た 。 こう し 
た 運動 の 特徴 は 大 きく 異な っ て いた が 、 一 つの 結論 
が 不可 避 的 で ある 。 ポ ピ ュ リ ス ト の 右翼 が 、2020 年 に 
お ける 一 定 程 度 の 衰退 の 後 、 今 日 再び 活気 を 取り 戻 
し て いる の に 対し 、 左翼 の 反 体 制 運動 は ほとん ど 朋 
壊し た 。 何 が この 失敗 を 説明 する の か ? 


反 体制 の 左翼 は 、 数 十 年 に わた る 新 自 由 主義 の 
攻撃 に よっ て 前 面 に 押し 出さ れ た 。 この 攻撃 は 2008 
年 以降 激化 し 、 米国 と ブリ テン の 場合 に は アフ ガニ 
スタ ン と イラ ク へ の 軍事 介入 に 反対 する こと で 際立っ 
た 。 これ ら の 運動 は 現状 に 反発 する 一 方 で 、 そ れ と 決 
定 的 に 決別 し な か っ た 。 各 運動 は 、 自 身 の や り 方 で 、 
社会 状況 の 悪化 の 原因 で ある 帝国 主義 ブル ジョ アジ 
ー と 結び 付い て いた 。 この 旗手 は 、 ブ プリ テン の コー ビ 
ン 、 米国 の サン ダー ス 、 ギリ シャ の シリ ザ 、 スペ イン の 
ポ デ モス だ っ た 。 彼ら と は 対照 的 に 、 フ ラン ス の メラ 
ンション は まだ 目 に 見 える ほど に 失敗 し て いな い 。 と 
は いえ 、 メ ラン ショ ン の 運動 に は 、 外 国 の カウ ンタ ー 
パー ト を 破滅 に 導い た 要素 すべ て が 含ま れ て いる 。 


サン ダー ス の 場合 、 彼 は 米 帝 国 主義 の 二 大 政党 
の 一 つ で ある 民主 党 の 代表 で ある 。 役 の | 億 万 長者 
の 階級 に 対す る 政治 革命 」 に 関し た 演説 は 、 彼 が 億 
万 長者 を 代表 する 政党 に 忠誠 を 誓っ て いる こと を 考 
えれ ば 、 空 虎 な も の で あっ た 。 さら に 、 自 由 主 義 の 
改良 主義 政治 家 と し て 、 サ ンダ ー ス が 約束 し た 主要 
な 改革 で ある 「 す べ て の 人 の た め の メ ディ ケア 」 は 、 
より 反動 的 な 共和 党 資 本 家 に 対す る 「 進 歩 的 な | 民 
主 党 資 本 家 と の 結束 に 常に 従属 させ られ た 。「 右 糞 
と の 聞い | の 名 目 で 、 サ ンダ ー ス は 彼 が 基づく と 主張 
する 原則 を 裏切っ た 。 サン ダー ス が 代表 する 運動 の 
願望 を 踏み に じ れ ば 踏み に じ る ほど 、 彼 は 民主 党 の 
体制 内 で 出世 し て いっ た 。 今 日 この 運動 を 、 民主 党 
の 外 で また サン ダー ス 抜 き で 再現 し た いと 望む も の 
は 、 支 配 階級 へ の 屈服 に 導く の は 自由 主義 の 改良 
主義 綱領 その も の だ と いう こと を 理解 で き な い 。 労 
働 者 階級 の 利益 を 米国 資本 主義 の 維持 に 調和 させ 
よう と する いか な る 綱領 も 、 必 然 的 に アメ リカ 資本 
主義 の 二 つ の 翼 の 一 つ に 支持 を 求め る こと に な る 。 
労働 者 階級 は 、 米国 政治 の 反動 的 な 循環 を 断ち 切 
り 、 真 に その 利益 を 前 進 さ する た め に 、 自 由 主 義 者 
と 保守 主義 者 双方 へ の 全面 的 な 反対 で 構築 され た 
自身 の 党 を 必要 と し て いる 。 
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コー ビン に よる 運動 は サン ダー ス を めぐ る 運動 と 似 
て いた が 、 二 つの 重要 な 点 で 異な っ て いた 。 第 一 に 、 
労働 常 は 、 民主 党 と は 異な り 、 ブ ル ジ ョ ア 労 働 者 党 で 
ある 。 サン ダー ス が 民主 党 の 体制 に 阻止 され た の に 対 
し て 、 コ ー ビ ン は 労働 党 の 指導 部 を 勝ち 取る こと が で 
きた 。 これ は 労働 党 が 労働 者 基盤 が ある か ら と いう 
理由 で ある 程度 説明 し て いる 。 も う ひ と つ 重 要 な 違い 
は 、 コ ー ビ ン が 外交 政策 の 諸 問 題 に な っ た と き 、 越 え 
て は な ら な い 一 線 を 越え を た こと で ある 。 コー ビン に よ 
る NATO と EU へ の 反対 、2014 年 の NATO が 支援 し 
た ウクライナ の クー デ タ ー へ の 批判 、 パ レス チ ナ 人 へ 
の 支援 、 そ し て 核兵器 へ の 反対 は 、 支 配 階級 に と っ 
て まっ た く < く 容 認 で き な い も の だ っ た 。 


ブリ テン 体制 に よる 猛 烈 な 敵意 と 労働 党 内 で 続 
く コ ー ビ ン に 対す る 反逆 に 直面 し て 、 彼 に 突き つけ ら 
れ た 二 者 択 一 は 、 支 配 陸 級 と 直接 対決 する か 怖 服 
する か で あっ た 。 し か し 、 コ ー ビ ン に よる 平和 主義 と 
労働 党 の 改良 主義 の 綱領 は 、 階級 戦争 に 打ち 勝つ 
の で は な く 、 そ れ を 和らげ よう と する 。 その ゆえ コー ビ 
ン は 、 あ ら め ゆる 局面 で 、 労働 者 階級 と 若者 を 動員 し 
て 対抗 する 代わ り に 、 支 配 階級 と 党 の 右翼 を な だ め 
よう と し た 。 コー ビン は 、 ト ライ デン ト 核 潜水 艦 の 更 
新 、 ス コッ トラ ンド の 自決 、 イス ラ エ ル と パレ スチ ナ 問 
串 、NATO、 そ し て 最も 決定 的 な ブ プレ グ ジ ッ ト に 関し 
て 屈服 し た 。 サ ンダ ー ス 以上 に コー ビン の 例 は 、 階級 
闘争 の 遂行 に お ける 改良 主義 の 完全 な る 無力 を 示す 
典型 的 な 事例 で ある 。 


シリ ザ の 場合 は 、EU が 課 し た 緊縮 政策 に 大 衆 が 反 
対し た 結果 、 ギ リ シ ャ で 政権 に 就 い た と いう 点 で 異な っ 
て いる 。 その 台頭 の 速 さ こそ が 、 裏切り の 深 さ に ぴっ た 
り と 見 合っ て いた 。 EU の 緊縮 策 一 括 を 圧倒 的 に 拒絶 し 
た 2015 年 の 国民 投票 を 組織 し た 後 で 、 シリ ザ は 、 ギ リ シ 
ャ の 勤労 者 に 対す る 一 層 過 酷 な 攻撃 を 求め る 帝国 主 
義 の 要求 に 応じ る こと で 、 大 衆 の 意志 あか ら さ ま に 踏 
み に じ っ た 。 この 裏切り の 理由 は 、 ま さ し く シリ ザ の 階 
級 的 性 格 と 綱領 に ある 。 ギリ シャ で 帝国 主義 に 立ち 向 
か うこ と が で きる 唯一 の 勢力 は 、 組織 され た 労働 者 階 
級 で ある 。 し か し 、 シ リザ は 労働 者 階級 の 党 で は な い 。 
シリ ザ は 、 ギ リ シ ャ を EU に と ど め て お く 間 ずっ と 、 ギ リ 
シャ の 労働 者 や 被 抑圧 者 だ け で な く 、 ギ リ シ ャ の 資本 
家 に も 奉仕 する こと が で きる と 主張 し た 。 この 神話 は 、 
現実 と の 最初 の 接触 で 破裂 し て し まっ た 。 ほとん どの 
左翼 が 裏切ら れる まで シリ ザ に 喝 米 を 送り 続け る 一 方 
で 、 ギリ シャ 共産 党 は 脇 に 立ち 、 ギ リ シ ャ が 帝国 主義 に 
よっ て 抑圧 され て いる こと さえ 否 定 し た 。 両者 の 政策 の 
結果 は 、 ぞ ギリ シャ の 人 々 に た た き 付 けら れ た 。 こう し た 大 
失策 は 、 民族 解放 の た め の 闘 争 を 階級 的 独立 と 労働 
者 権力 の 必要 性 に 組み 合わ せる 党 が 、 ギ リ シ ャ で 緊急 
に 必要 な こと を 示し て いる 。 

世界 が 深刻 な 危機 の 時 代 に 入る な か で 、 西側 の 
働 運 動 は 政治 的 に まとまり が な く 意 気 消沈 し 、 信 
て いた 勢力 に 裏切ら れ た 状況 に ある 。 この こと は 短期 
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的 に 見 る と 間違い な くく 右翼 の 進展 に つなが る だ ろう 
が 、 労働 者 階級 と 大 衆 の 新た な 高揚 は 、 自 由 主 義 の 
現状 の 代表 者 に 代わ る 政治 的 選択 肢 の 必要 性 を 再 
度 突 きつ ける だ ろう 。 不可 欠 な の は 、 敗北 と 反動 の 新 
た な 循 舞 を 放 け る た め に 、 過去 の 和 失敗 の 教訓 が 引き 
出さ れる べき で ある 。 


Covid-19、 自由 主義 に よる 大 惨事 


Covid-19 の パン デミ ッ ク の 間 、 左翼 は 自由 主義 の 
体制 に 対し て 、 気 の な い 反 対 さ え し な か っ た 。 世界 中 
の ブル ジョ アジ ー が 、 有 崩壊 し つつ ある 医療 制度 や ひ 
どい 生活 環境 の 改善 に 何 も ゃ 取り 組ま な い 一 方 、 何 カ 
月 も 続け て 人 々 を 閉じ 込め て お く な か で 、 左翼 は 喝 来 
を 送り 、 こ れ ま で 以上 に 厳し い ロ ッ ク ダ ウン を 要求 し 
た 。 労働 者 階級 に 対す る あら ゆる 攻撃 $、「 科 学 に 従 
う 」 と いう 名 目 で 容認 され た 。 資本 主義 社会 に お ける 
科学 は 中 立 で は な く 、 ブルジョア ジー の 利益 に 奉仕 す 
る た め 使 われ る と いう 基本 的 な 理解 は 、 マ ルク ス 主 義 
を 主張 する 人 々 に よっ て さえ も る 放棄 され た 。 


その 結果 自体 が 物語 る 。 何 百 万 も の 人 々 が ウイ ルス 
で 死亡 し 、 何 百 万 も の 人 々 が 職 を 失い 、 家族 が 、 女性 
や 子ども や 正気 を 犠牲 に し て 、 家 に 閉じ こめ られ た 。 
科学 が 次 々 と 反動 的 な 政策 を 正当 化す る た め に 利用 さ 
れ た た め 、 何 百 万 も の 人 々 が 「 科 学 | に 育 を 向け 、 救命 
の た め の ワ クチ ン を 拒否 し た 。 医療 制度 は 救 わ れ た の 
か ? い や 、 どこ で も 以前 より ずっ と 悪化 し て いる 。 勤労 
者 は ウイ ルス か ら 守 られ た の か ? い や 、 彼ら は 危険 な 状 
況 の な か で 働き 続け た 。 高齢 者 は 守ら れ た の か ? 彼ら 
の 多く は 老朽 化し た 介護 施設 で ビ く な っ た 。 そう で な い 
人 々 は 、 社 会 的 孤立 と 運動 不足 に よっ て 、 生活 の 質 が 
減少 し 寿命 が 縮まっ た 。 介護 施設 や 退職 後 の 施設 内 
で の 危機 は か つて な い ほ ど 増 大 し て いる 。 

自由 主義 者 と 左翼 は 、「 命 を 救 う ] と いう 名 目 で 、 
政府 と 「 科 学 ] に 従う 以外 に 選択 肢 は な か っ た と 主 
張 す る 。 し か し 、 ひ と つ 代 替 が 存在 し た 。 労働 者 階級 
は 自身 手 で 事 に あたり 、 自身 の 階級 的 利益 に 応じ た 
対応 を 確保 する 必要 が あっ た 。 労働 組合 は 、 単 に 職 
場 を 閉鎖 する か 、 ま た は 非常 に 危険 な 場所 で 働く か 
と いう こと に 対抗 し 、 安全 な 職場 の た め に 闘う 必要 が 
あっ た 。 組合 の 代わ り に ボス や 政府 が 職場 の 安全 を 
管理 する 限り 、 労働 者 は 防げ る 死 で 亡くな る だ ろう 。 
医療 や 学校 の 労働 組合 は 、 後 の 幻想 的 な 利益 の た め 
に 犠牲 を 払う の で は な く 、 より 良い 条件 の た め に 賠 う 
必要 が あっ た 。 そう し た 犠牲 は 、 公共 サー ビス を 救 わ 
な か っ た が 、 支配 階級 が 公共 サー ビス を さら に 圧迫 
する こと を 許し た 。 支配 階級 と その ロッ クダ ウン に 対 
する 闘争 に お いて の み 、 医療 、 住宅 、 労働 条件 、 2 
交通 、 高齢 者 介護 の いずれ で あっ て も ゃ も 、 危機 の 
に ある 社会 悪 に 対処 する こと が で きた 。 

ロッ クダ ウン に 労働 運動 が 完全 に 服従 し た こと 
で 、 パ ン デ ミッ ク の 悲 惨 な 結果 に 対す る いか な る 反対 
ゃ も 、 右 轄 や 陰謀 論 支 持 者 勢力 に 支配 され る こと が 保 
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証 さ れ た 。 大 規模 な 反 ロ ッ ク ダ ウン デモ と か 予防 接種 
義務 化 に 反対 する デモ に 参加 し た 人 々 の 多く は 、 パ 
ン デ ミッ ク 時 に お ける 資本 主義 政策 の 社会 的 結果 に 
対す る 正当 な 怒り か ら そ うし た の で ある 。 左翼 は 、 こ 
うし た 感情 を 先取 り し 、 労働 者 階級 の 状況 を 進展 さ 
せる 闘争 に 導く 代わ り に 、 圧倒 的 に それ を 非難 し 、 
家 に よる 弾圧 に 喝 来 を 送っ た 。 


パン デミ ッ ク に お ける 左翼 と 労働 運動 の 完全 な 裏 
切り の 基礎 は 、 ツ 連邦 崩壊 後 の 全 過程 に お いて 築 か 
れ た 。 この 世界 的 規模 の 危機 が 龍 い 、 プ レル ジョ アジ ー 
が これ まで 以上 に 挙 国 一 致 を 必要 と し た と き 、 労 働 
運動 は 気 を 付け の 姿勢 で 立ち 、「 科 学 ] と 共有 の 「 犠 
牲 」 の 背後 に 労働 者 階級 を 忠実 に 集結 させ た 。 政府 
と 左翼 の 大 半 は パン デミ ッ ク を も み 消 そう と し て いる 
が 、 そ う 簡 単に は 赦免 され な い だ ろ う 。 この 大 惨事 の 
結果 は 、 答 えと 代替 策 を 探す よう 労働 者 階級 と 若者 
を 駆り 立て な が ら 、 彼 ら に 深い 痕跡 を 残し て いる 。 


V. 衰退 する 自由 主義 の 秩序 
思い 上 が り が ヒス テリ ー へ と 変わ る 


1980 年 代 か ら 2000 年 代 初期 まで 、 世 界 政 治 の 動 
力 は 米国 の 力 の 相対 的 強化 へ 有利 に 働い た 。 米国 が 
その 経済 的 、 軍事 的 、 政治 的 立場 を 改善 すれ ば する 
ほど 、 自由 主義 の 世界 秩序 を 強化 する 求心力 は 強く 
な っ た 。 この 自己 強化 型 の 動力 は 、 ソ 連邦 で の 反 草 
命 後に 頂点 に 達し た 。 これ は 、 米国 に よる 比較 的 制 
限 され た 直接 の 介入 で 、 普及 し た 政治 的 ・ 経 済 的 自 
貼 化 を 可能 に し た 。 その 時 、 歴史 の 流れ は 、 米 国 資 
本 主義 の 利益 を 推し 進め て いる よう に 見 えた 。 


し か し 、 物 理学 の よう に 政治 に お いて も 、 すべ て の 
行動 に は 反作用 が 存在 する 。 必然 的 に 、 米国 の 軸 権 
に よる 実際 の 結果 は 、 対抗 勢力 を 活発 に させ た 。 米 
国 に よる ます ます 無謀 な 軍事 介入 は 、 地政 学 的 な 大 
惨事 で あり 、 資源 を 浪費 し 、 国内 外 で 米国 に よる 外 
交 政 策 へ の 反発 を 強め た 。 金融 の 規制 緩和 と 産業 の 
空洞 化 は 、 米国 の 経済 力 を 掘り 崩し 、 競争 相手 を 強 
化し た 。 一 方 で 、 そ れ は また 、 世界 経 済 全体 を ずっ と 
不安 定 に し 、 危機 に 陥り や すく し た 。 米国 の 支配 階級 
が 、 反動 的 な 利益 を 促進 する た め 、 隠れ 蒙 に 自由 主 
義 を 利用 すれ ば する ほど 、 自由 主義 に 対す る 抵抗 を 
助長 し た 。 ゆっ くり と し か し 確実 に 、 自由 主義 の 世界 
秩序 に 好都合 な 動き が 次 第 に 弱く な り 、 そ れ に 立ち 
向かう 勢力 が より 強く な る 兆候 が 増し た 。 2008 年 の 金 
融 危 機 、2014 年 の ウクライナ に お ける クー デ タ ー と 衝 
突 、2016 年 の ドナ ルド ・ ト ラン プ の 大 統領 選出 と ブレ 
グ ジ ッ ト は 、 す べ て この 傾向 の 重要 な 指標 で ある 。 


米国 は 、 そ の 力 が 弱まる の を 感じ る な か で 、 思い 上 
が り は ヒス テリ ー に 変わ っ た 。 米国 は 、 そ の 力 を 補強 
する た め 、 こ れ ま で 以上 に 強く 振舞 い 、 中 国 や ロシア 
と 対 財 し 、 同 盟 諸国 を 圧迫 し 、 ま すま す 多 く の 国 々 
に 制裁 処置 を 課 し て いる 。 し か し 、 こ うし た 力 の 行使 


は 、 代償 を ます ます 大 きく し 、 見 返り を 減少 させ て い 
る 。 米国 の 対応 は 、 そ の 衰退 に 歯止め を か ける どこ 
ろか 、 今 の と ころ た だ 衰退 を 定着 させ て いる だ け で あ 
る 。 パン デミ ッ ク と ウクライナ 戦争 に 続く 今日 、 世 界 政 
治 の 動き が 逆転 し た こと は 明らか で ある 。 現在 、 自由 
主義 世界 秩序 が 加速 し な が ら 衰 退 し て いる 。 NATO 
と ロシア は 代理 戦争 の さなか に ある 。 米 中 関係 は 恒 
常 的 な 敵対 状態 に ある 。 非 帝 国 主義 世界 で は ポ ピ ュ 
リス ト の 民族 主義 が 台頭 し 、 左 細 (メキ シコ ) と 右翼 
(イン ド 、 ト ルコ ) の 両方 が 表れ 出 て いる 。 西側 の 政 
治 は 、 伝 統 的 な 自由 主義 と 決別 する こと に より 帝国 
主義 支配 を 強化 し よう と する 人 々 (トラ ン ブ 、 ドイ ツ の 
た め の 選 択 肢 (AfD) 、 シ ペン 、 メロ ー ニ ) と 、 自由 主 
義 の 聖戦 を 倍加 する こと で 帝国 主義 支配 を 強化 し よ 
うと する 人 々 (バイ デン 、 ト ルド ー、 ド イツ の 緑の党 ) と 
の 間 で 、 ます ます 二 極 化し て いる 。 


増大 する 世界 の 不安 定 さ は 、 誰 に と っ て も 不思議 
な こと で は な い 。 対立 の 本 質 を めぐ っ て 論争 が 持ち 上 
が っ て いる 。 自由 主義 者 に と っ て 、 そ れ は 民主 主義 と 
専制 政治 の 間 の 対立 で ある 。 リバ タリ アン と 社会 民 
主 主 義 者 に と っ て は 、 自 由 市 場 対 国家 の 介入 で ある 。 
スタ ー リ ニス ト と 第 三世 界 主 義 者 に と っ て は 、 軸 権 と 
多 極 主義 の 間 の 争い で ある 。 すべ て 間違っ て いる 。 そ 
の 答え は 、『 共 産 党 宣 言 』 の 簡潔 だ が 洞察 力 の ある 
言葉 に ある 。 すなわち 「 こ れ ま で 存在 し た すべ て の 社 
会 の 歴史 は 、 階級 闘争 の 歴史 で ある 。 」 そし て それ 
ゆえ 、 今 日 破綻 を きた し つつ ある 自由 主義 世界 秩序 
は 、 階級 闘争 の 法則 に 従っ て いる 。 世界 を 形作っ て 
いる 根本 的 な 対立 は 、 中 国共 産 常 と 米国 資本 家 の 間 
で も 、 ト ラン プ と バイ デン の 間 で も 、 プー チン と NATO 
の 間 で も 、 メ キシ コ の ロペ ス オ ブ ラド ー ル (AMLO) 
と ヤン キー 帝国 主義 の 間 で も な い 。 世界 を 揺るが し 
て いる 根本 的 な 矛盾 は 、 帝 国 主 義 段階 に ある 資本 主 
義 に よっ て も た ら さ れ た 社会 的 衰退 と 世界 プロ レタ リ 
アー ト の 利益 と の 間 に 存 在 し て いる 。 この 理解 に 導 か 
れ な いも ゃ も の は 、 前途 に ある 混乱 の な か で 自ら を 方 向 
付け る こと で き な い し 、 まし て や 人 類 進歩 の た め の 賠 
争 を 前 進 さ せる こと も で き な い だ ろう 。 
グロ ー バ ル 経 済 巨大 な ね ずみ 講 

前 に 説明 し た よう に 、 米国 の 笛 権 は 、 帝 国 主義 の 
潜在 的 成長 に お いて 一 時 的 な 改善 を 可能 に し た 。 そ 
し て 、 こ の 経済 状況 の 改善 こそ 、 過去 30 年 間 に 理 る 
資本 主義 世界 の 長期 的 安定 を 可能 に し た 。 し か し 
な が ら 今 日 、 拡大 の 可能 性 を 使い 果たし た だ け で 
な く 、 以 前 拡大 を 可能 に し た 諸 条 件 が 逆転 し つつ あ 
る 。 その 結果 、 生 産 力 が 著しく 破壊 され 、 こ れ に 伴っ 
て あら ん 限り の 不安 定性 が 生じ る だ ろう 。 トロ ツキ ー 
は 『 レ ー ニ ン 死 後 の 第 三 イ ンタ ー ナ ショ ナル 」』 の な か 
で 次 の よう に 書い て いる 。「 国 家 は 、 階級 と 同様 に 、 
豊か で 増大 する 配給 より ぉ も 、 わ ず か で 減少 する 配給 
の た め に 、 い っ そう 激しく 戦う 。 」 この 要因 は 、 現在 
の 世界 情勢 を 支え て お り 、 局面 に 大 き な 変化 が な い 
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な ら ば 、 引 き 続 きそう で あろ う 。 


8 年 か ら 10 年 の 好況 と 不況 の サイ クル は 、 資本 主義 
経済 の 正常 な 変動 で ある 。 無謀 な 投 村 と 過剰 生産 の 
後に は 、 崩壊 と 恐慌 が 続く 。 ソ連 邦 崩 壊 後 の 時 代 ゃ も 何 
の 違い も ゃ な い 。 し か し な が ら 、 実 質 的 な 成長 の 可能 性 
が 低下 する な か で 、 投 村 と 信用 は 、 米国 が その 秩序 全 
体 を 支え よう と する 主 な 方 法 と な っ た 。 2008 年 の | 大 不 
況 ] の 余波 は 、 こ の こと を は っ きり と 露呈 し た 。 あり 得る 
恐慌 に 直面 し て 、 米国 は 、 歴史 的 に 前 例 の な い 信用 と 
金融 の 拡大 を 調整 し た 。 この こと は 、 実 質 成長 を 沈滞 
させ た が 、 資 産 価格 を 巨大 に 上 昇 さ す た 。 ほとん どの 
ブル ジョ ア 経 済 専門 家 に と っ て さえ 、 明らか に これ は 、 
単に この 先 一 層 大 き な 有 崩壊 の 諸 条 件 を 整え る こと を 意 
味 し て いた 。 この 10 年 以上 も の 間 、 悪化 する 成長 の 兆し 
を 見 る た びに 、「 信 用 を 増やす こと で 、 難題 を 先送り す 
る | と いう 同じ 戦略 が と られ て きた 。 Covid-19 の パン デ 
ミッ ク の 間 、 こ の 方 法 は 繰り 返し 推し 進め られ 、 過去 最 
高 水準 に まで 達し た 。 経済 を 幅広 い 範囲 で 停止 させ る 
こと の 影響 を 解決 する た め 、 資本 家 た ち は 単 に 金 を 刷 
っ た だ け で ある 。 これ は あま り に や りす ぎ た 。 つい に こ 
の 手法 の 可能 性 は 限界 に 達し 、 不 可 避 的 な 「 イン フレ 
の 再来 」 が 起き て いる 。 


米国 で の 大 幅 な 金利 上 昇 は 、 世界 経済 シス テム か 
ら 巨大 な 量 の 流動 性 資産 を 吸い 上 げ て いる 。 ウォ ー 
レン ・ バ フェ ッ ト が よく 言っ た よう に 、「 満 ち 潮 は すべ 
て の 船 を 浮か べ る 。 … 潮 が 引い と きだ け 、 誰が 裸 で 
泳い で いた か が わか る 。」 10 年 半 に わた る 金融 緩和 
の 後 で 、 経済 の 巨大 な 部 分 が | 裸 で 泳い で いた 」 こと 
に な る 。 その 金 が 止ま っ た と き 、 結果 は 破滅 的 な も る の 
に な る だ ろう 。 米国 が 資本 主義 の 食物 連鎖 の 頂点 に 
あり 、 基本 的 に 国際 的 な 信用 状況 を 支配 し て いる の 
で 、 た と え ぇ 米国 が 危機 の 岩 源 地 で ある と こと が 判明 
し た と し て も ゃ も 、 そ の 支配 的 な 立場 を 利用 し て 、 世界 の 
他 の 国々 に 結果 の 代償 を 払わ せる こと が で きる だ ろ 
う 。 この こと は 、 特 に 発展 途上 諸国 に と っ て 破 減 的 な 
も の に な る だ ろう 。 その 多く は 、 例 えば スリ ラン カ 、 パ 
キス タン 、 レバ ノン の よう に 、 す で に 深刻 な 危機 に 陥っ 
て いる 。 し か し 、 そ の 結果 は 世界 的 な も の で あり 、 米 
国 が 今日 同盟 諸国 と 見 な し て いる 大 国 か ら ゃ 含め て 、 
必然 的 に 世界 秩序 に さら な る 打撃 を 与え る だ ろう 。 


経済 体制 の か な り の 部 分 が 、 世 界 経 済 の 見 通し 
に つい て 、 公 然 と 嘘 を つい て いる か 、 故意 に 見 えな く 
させ て いる 。 社会 民主 主義 左翼 の ある 部 分 は 、 政府 
債務 の 高 水 準 は 何ら 懸念 する $ も の で は な く 、 働 く 人 々 
は 、 現在 の 高 金利 政策 か ら よ りゃ 、 低 金利 と より 多く 
の 債務 か ら 得 を する と 主張 し て いる 。 これ は 、 で きれ 
ば 次 の 選挙 を 通り 越し て 、 もう一度 難 題 を 先送り し た 
いと 願っ て いる ブル ジョ ア の 意見 と 同じ で ある 。 真実 
は 、 高 債務 で あれ 、 高 イン フレ で あれ 、 デ フレ の い ず 
れ で あれ 、 あ ら ゆ る 選択 肢 に ある 政策 が 労働 者 階級 
の 生活 水準 を 攻撃 する た め に 使わ れる と いう こと で 
ある 。 根本 的 な 問題 は 、 紙 で 存在 する 資本 と 世界 経 


済 の 実際 の 生産 能力 と の 間 に あ る 巨大 な 不 均衡 で あ 
る 。 どん な 金融 の 魔術 で も 、 こ の 問題 を 解決 する こと 
は で き な い 。 唯一 の 解決 は 、 労働 者 階級 が 政治 的 ・ 
経済 的 な 支配 を 握り 、 合 理 的 な 方 法 で 経済 を 再 組織 
化す る こと で ある 。 


右翼 の 経済 学者 に と っ て 、 解決 策 は 自由 市 場 に 任 
せる こと で ある 。 つ まり 壊滅 的 な 危機 が や っ て くる こと 
を 受け 入れ 、 弱者 は 死な せ 、 強者 は も っ と 強く な る よ 
うに 浮上 させ る 。 し か し 、 自 由 市 場 の 資本 主義 の 時 代 
は と う の 昔 に 過ぎ 去っ た 。 世界 経済 は 少数 の 巨大 独 
占 企 業 に よっ て 支配 され 、 他 の 国々 の 独占 企業 と 競 
争 し て いる 。 いか な る 国家 も 彼ら の 独占 企業 を 崩壊 
させ る 準備 は で き て いな い 。 も し フォ ー ド や GM が 倒 
産 し た な ら 、 こ れ は 米国 の 自由 企業 を 復活 させ る の 
で は な く 、 ト ヨタ や フォ ルク スワ ー ゲ ン を 強化 する だ ろ 
う 。 抑制 の きか な い 資 本 主義 は 、 自 由 市 場 で は な く 独 
占 を も た ら す 。 一 方 で は 、 こ れ は 世界 的 規模 で の 中 央 
集権 化 さ れ た 計画 生産 へ の 傾向 を 示す 。 し か し 他方 
で は 、 帝 国 主義 の 下 で 、 独占 は 生産 力 の 成長 を 妨げ 、 
衰退 と 寄生 を も た ら す の で ある 。 


経済 学者 の マイ ケル ・ ハ ド ソ ン の よう な 社会 民主 
主義 者 に と っ て 、 万能 の 解決 策 は 「 混 合 経済 」 で あ 
り 、 国家 の 介入 と 規制 を 伴う 資本 主義 で ある 。 これ 
は 、 過去 数 十 年 間 、 経済 界 や 政府 筋 で は 異端 と 見 
な され た の に 対し 、 現在 計画 が 再び 流行 を 見 せ て い 
る 。 この こと は 盛 蒙 か ら で は な く 、 各 国 の 資本 主義 が 
破綻 を 食い 止め 、 中 国 と 競争 する た め に て こ 入 れ が 
必要 だ か ら で あ る 。 労働 者 階級 が 階級 闘争 を 通じ て 
資本 家 か ら 譲 歩 を 獲得 する こと が で きる 一 方 で 、 帝 
国 主 義 の 矛盾 を 規制 に よっ て 解決 する こと な ど で き 
な い 。 制度 の 非合理 性 と 寄生 は 、 ま さ に 資本 主義 的 
蓄積 の 動力 に 根ざし て いる 。 政府 は それ 自身 、 金融 
資本 家 の 小 さ な 集団 に 対抗 する も の で は な く 、 こ の 人 金 
融 家 た ちの 執行 委員 会 と し て 尽く し て いる の で ある 。 
政府 が 経済 間 題 に 介入 する 場合 、 そ れ が 究極 的 に は 
帝国 主義 支配 階級 の 利益 の た めで ある 。 


ウクライナ ー ロ シ プ アプ ア 戦争: 米国 の 権 に 対す る 
軍事 的 挑戦 

ロシア に よる ウクライナ 侵攻 は 、 ツ ソ連 邦 崩壊 以来 、 
間違い な く 米 国 の 軸 権 に 対す る 最大 の 挑戦 で ある 。 
大 国 が これ ほど 直接 に 米国 に 逆らう 自信 を 持っ た だ 
け で な く 、 今 まで の と こと ろう まく 切り 抜け て きた こと 
は 、 実 際 に 大 き な 転 換 点 を 示し て いる 。 この 戦争 は 
過去 数 十 年 の どの 戦争 と も 異な っ て いる 。 それ は 、 低 
レベ ル の 反乱 弾圧 戦争 で は な く 、 高 強度 の 産業 を 伴 
う 戦 争 で ある 。 衝突 の 結果 は 、 ウ クラ イナ 自身 の 運命 
を 決定 づけ る だ け で な く 、 ヨー ロッ パ や 国際 的 な 力 の 
均衡 に も ゃ 大 き な 影 響 を 与え る だ ろう 。 

ウクライナ 戦争 に お ける 二 つ の 決定 的 当事者 は 、 
ロシア と 米国 で ある 。 この 戦争 は 、 何 十 年 に も 理 る 
NATO の 東方 へ の 拡大 に よっ て 勃発 し た 。 その 東方 
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に は 、 ロ シア が 自ら の 勢力 圏 に ある と 見 な す 国 々 が 存 
在 し て いる 。 ロ シア は 、 ウ クラ イナ を 極め て 重要 な 戦 
略 的 利益 と 見 な し て いる 。 そ し て ウクライナ を 自国 の 
領域 に 確保 する か また は 敗北 する か 、 そ の どちら か に 
な る まで 、 衝 突 を エス カレ ー ト させ る 準備 を し て いる 。 

米国 の 立場 は も っ と 複雑 で ある 。 ウクライナ は 、 米 国 
に と っ て 戦略 的 価値 が 小さ く 、 ヨ ー ロ ッ パ に 隣接 する 
へ べき 地 と 見 な され て いる 。 西側 の 自由 主義 体制 に と っ 
て 、「 ウ クラ イナ を 守る こと 」 と は 、 自由 主義 の 世界 秩 
序 を 守る こと 、 つ まり 、 米国 が 望む 所 は どこ で も 満足 
させ な が ら 、 米国 の 権利 を 守る こと で ある 。 


ロシア に よる ウクライナ の 打破 は 、 米国 に と っ て 
屈辱 的 な 一 撃 に な る だ ろう 。 それ は 弱 さ を 示す こと 
に な り 、 ヨ ー ロ ッ パ の 政治 体制 に 不安 定 さ を も た ら 
し 、 NATO の 将来 に 絆 間 符 を 付け る こと に な る だ ろ 
う 。 こう し た 高い 危険 度 を 考慮 し 、 米国 と その 同盟 諸 
国 は 戦争 を 継続 的 に エス カレ ー ト させ 、 ウ クラ イナ に 
これ まで 以上 の 武器 を 供給 し て きた 。 ロ シア は 部 分 
的 な 動員 を 招集 する こと で 応じ て きた 。 そし て ウ ク ラ 
イナ 軍 を 壊滅 し て いる 。 米国 が 緊張 を 高め つつ ある 
一 方 で 、 米国 も その 同盟 諸国 も 、 戦争 経済 に 移行 し 
た り 、 直 接 介入 し た り し て 、 ロ シア 軍 を 決定 的 に 打ち 
負かす こと と に まだ 全力 を 傾け て いな い 。 今 の と ころ 、 
軍事 衝突 は ウクライナ の 支配 を めぐ る 地域 的 な 衝突 
に と ど ま っ て いる 。 


労働 者 階級 の 指導 者 た ち は 、 い た る と ころ で 、 プロ 
レタ リア ー ト を 支配 階級 の 利益 の 背後 に 整列 させ て 
きた 。 し か し 、 戦争 の 社会 的 影響 に よっ て 、 反乱 の 種 
は 日 々 時 か れ て いる 。 マル クス 主義 者 に と っ て 、 こ の 
対立 の 中 で 労働 者 階級 の 利益 を 前 進 さ せる こと が で 
きる 新しい 指導 部 を 建設 する た め に 、 こ の 増大 する 
矛盾 に 介入 する こと は 、 最も 重要 で ある 。 根本 的 な 出 
発 点 は 、 ウ クラ イナ の 衝突 に 責任 を 負っ て いる の が 、 
今日 米国 支配 の 自由 主義 秩序 と し て 規定 され た 帝国 
主義 体制 その も ゃ の だ と いう こと で な けれ ば な ら な い 。 
全 世 界 の プロ レタ リア ー ト は 、 世 界 に 対す る 帝国 主義 
の 専制 政治 を 終わ ら せ る の に 関心 を 持っ て お り 、 ロ シ 
ア 人 、 ウ クラ イナ 人 、 アメ リカ 人 、 中 国人 、 イ ンド 人 の い 
ずれ で あろ うと 、 こ の 基礎 に 基づい て の み 、 世 界 の 労 
働 者 は 団結 する こと が で きる 。 し か し な が ら 、 こ の 一 
般 的 な 展望 の 適用 は 、 各 国 に お ける 考慮 すべ き 事 柄 
に 従い 、 異な っ た 具体 的 表現 を と る 。 


ロシア の 労働 者 は 、 自 国政 府 の 勝利 が 帝国 主義 
に 根本 的 な 打撃 を 与え を な いこ と を 理解 し な けれ ば な 
ら な い 。 その 勝利 は 、 世界 帝国 主義 か ら ロ シア の 独立 
を 促進 する の で は な く 、 ロ シア の オリ ガル ヒ の 利益 の 
た め に 、 ロ シア を ウクライナ の 階級 的 兄弟 姉妹 の 抑圧 
者 に する だ ろう 。 ロシア が どん な 短期 的 な 敗北 を 米国 
の 外交 政策 に 与え よう と も 、 ウ クラ イナ の 人 々 の 抑圧 
者 に な る と いう 代償 に 見 合う も の で は な い 。 ウクライナ 
人 と ロシア 人 の 間 の 果て し な い 対 立 は 、 こ の 地域 に お 
ける 世界 帝国 主義 の 勢力 を 強め る だ け だ ろう 。 偉大 


な 十 月 革命 の よう に 、 NATO と EU は 、 そ れ ぞ れ の 支 
配 階級 に 反対 する ロシア と ウクライナ 労働 者 の 共同 
の 革命 戦線 に よっ て 、 は る か に 強力 な 打撃 を 加え ら 
れる だ ろう 。 ロシア と ウクライナ の オリ ガル ヒ に 対し て 
銃 を 向け よ ! 米 常 国 主義 に 対す る 革命 的 続 一 を ! 


ウクライナ の 労働 者 は 、 米国 、EU、 NATO が 役 
ら の 味方 で な いこ と を 理解 し な けれ ば な ら な い 。 米 
国 、EU、 NATO は 、 ウ クラ イナ を 、 骨 の 人 髄 ま で し ゃ ぶ 
り 、 そ れ か ら 捨 て 去る た め に 、 自身 の 利益 の 手先 と し 
て 利用 し て いる の で ある 。 ウクライナ の 民族 的 独立 
は 、 帝 国 主義 と 協調 し て も 確保 され な い 。 それ は ワシ 
ント ン へ の 隷属 を 意味 し 、 ロ シン ア か ら の 恒久 的 な 敵 
意 を 保証 する だ ろう 。 ウクライナ の 労働 者 は 、 ウ クラ イ 
ナ 政 府 に よる いく つか の ロシア の 少数 民族 の 抑圧 に 
も 反対 し な けれ ば な ら な い 。 いく つか の ロシア の 少数 
民族 を その よう に 防衛 する こと は 、 ゼ レン スキ ー の 企 
て より も 、 ク レム リン の 戦争 努力 を 弱め る の に 百 万 倍 
も ゎ 役 立つ だ ろう 。 国境 と 少数 民族 の 権利 の 問題 は 、 
オリ ガル ヒ と 帝国 主義 者 に よる 反動 的 な 陰謀 が な け 
れ ば 、 簡 単に か つ 民 主 的 に 解決 する こと が 可能 だ ろ 
う 。 日 々 益々 明らか に な っ て いる の は 、 ウ クラ イナ の 
労働 者 が 、 ソ シン トン の 指揮 下 で 、 また ウォ ー ル 街 の 
利益 の た め に 殺りく へ と 送ら れ て いる こと で ある 。 彼 
ら は 、 こ の 狂気 に 終止 符 を 打つ た め 、 ロ シア の 労働 者 
階級 と 団結 し な けれ ば な ら な い 。 それ 以外 の こと は す 
べ て 、 さ ら な る 大 虐殺 と 抑圧 を も た ら す だ け で ある 。 
ロシア 人 、 ウ クラ イナ 人 、 チェ チェ ン 人 、 あらゆる 他 の 
少数 民族 の 自決 権 を ! 


西側 諸国 で は 、 労働 者 は 、 ウ クラ イナ の 民主 主義 
の た め に NATO に よる 聖戦 と いう 名 の 下 で 犠牲 を 払 
う 必 要 が ある と いう プロ パガン ダ を 浴び せ か けら れ て 
きた 。 米国 。 ドイ ツ 、 プリ テン 、 フラ ンス の プロ レタ リア 
ー ト が 、 自身 の 利益 と 世界 の 労働 者 の 利益 を 防衛 す 
る た め に で きる 最善 の こと は 、 自国 で 彼ら か ら 搾 り 取 
っ て いる 金融 の 寄生 者 や 独占 企業 に 対し 反撃 する こ 
と で ある 。 これ を 実行 する た め に は 、 ま さ に そう し た 
勢力 に 忠実 な 労働 組合 や 社会 民主 主義 の 指導 者 の 
反動 的 な 徒党 を 一 掃 し な けれ ば な ら な い 。 彼ら に よ 
る 国内 で の 裏切り は 、 NATO の 戦車 と 爆弾 で 海外 
に 「 民 主 主義 ] を 打ち 建て る キャ ン ペ ー ン と 切り 離す 
こと が で き な い 。 こう し た 裏切り 者 は 、 平 和 主 義 者 や 
中 間 主義 の 泥沼 が な けれ ば 、 と っ く の 昔 に 消え 去っ 
て いた だ ろう 。 この 裏切り 者 は 、「 平 和 」 、「 労 働 組合 
闘争 |] 、「 社 会 主義 ] さえ 口 に し な が ら 、 戦 争 挑発 者 
や 公然 た る 帝国 主義 の 下僕 の 尻尾 に し が みつ いて い 
る 。 反戦 運動 は 、 労働 運動 に お ける 社会 排外 主義 の 
調停 者 を 排除 する 場合 の み 、 そ の 価値 が ある 。 ロ シ 
ア へ の 制裁 を 撤廃 せよ !EU と NATO を 打倒 せよ ! ヨ 
ー ロ ッ パ ソビエト 合衆国 を ! 

ラテ ン ア メリ カ 、 アジ ア 、 アフ リカ に お ける 益々 多く 
の 勤労 者 は 、 帝 国 主義 に 対す る 勢力 と し て 、 ロ シア に 
期待 を 寄せ て いる 。 この 信頼 は 見 当 違 いで あり 、 米 
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国 、 西 ヨー ロッ パ 、 そ し て 日 本 の く び き か ら 彼 ら を 解 
放す る の に 何 の 役 に も 立た な い 。 プー チン は 反 帝 国 主 
義 者 で は な いし 、 い か な る 国 の 民族 解放 闘争 で の 同 
調 者 で は な い だ ろ う 。 正 に この 理由 か ら 、 メ キシ コ の 
ロペ ス オ プ ラド ー ル 。、 南ア フリ カ の ラマ フォ サ 、 イ ンド 
の モデ ィ 、 中 国 の 習 近 平 が プー チン に 賛同 する の で あ 
る 。 プー チン へ の 支持 は 、 グ ロー バル ・ サ ウス の 労働 
者 階級 を 、 革命 闘争 な し で 生活 条件 を 改善 し 、 帝 国 
主義 か ら 自 身 を 解放 する こと で きる と いう 幻想 で な だ 
め る 。 世界 の 被 抑圧 大 衆 に よる わずか な 高揚 の 兆し 
で も 、 グ ロー バル ・ サ ウス の 反動 的 指導 者 た ち は 、 今 
日 彼ら が 非難 し て いる まさ に 帝国 主義 者 に 期待 を 寄 
せる だ ろう 。 真 の 反 帝 国 主義 勢力 は 、 ウ クラ イナ 、 ロ シ 
ア 、 西側 の 労働 者 で ある 。 彼ら と 世界 の 労働 者 は 、 大 
国 の 手 に よる も の で あれ 、 抑圧 され た 国々 の 手 に よる 
も の で あれ 、 す べ て の 民族 抑圧 に 反対 する こと に よっ 
て の み 、 共 通 の 国際 主義 の 下 で 団結 する こと が で き 
る 。 常 国 主義 所 有 の 資産 を 国有 化 せ よ ! 万 国 の プロ 
レタ リア 、 団結 せよ ! 


中 国 : ス ター リン 主義 の 一 帯 か プロ レタ リア の 一 路 か 


過去 30 年 間 、 中 国 を 成長 させ 繁栄 させ た 原動力 が 
ます ます 急速 に 破綻 に 向かう な か 、 中 国共 産 党 に よ 
る グロ ー バ ル な 自由 市 場 資本 主義 へ の 信頼 は 播 る ぎ 
な いま まで ある 。 習 近 平 は 、 2022 年 の ダボ ス 世 界 経 
済 フ ォ ー ラ ム で 話す な か で 、 次 の よう に 主張 し た 。 


「 経 済 の グロ ー バ ル 化 は 時 代 の 流れ で ある 。 川 
に は 逆流 が 確か に 存在 する が 、 海 へ の 流れ を 
何ら 止め る こと は で き な い だ ろう 。 推進 力 が 川 の 
替 い を 増強 させ 、 抵抗 が その 流れ を さら に 強め 
る か も し れ な い 。 途中 で 逆流 や 危険 な 浅瀬 が あ 
る に ゃ も か か わら ず 、 経済 の グロ ー バ ル 化 は これ ま 
で も 、 そ し て これ か ら ゃ も 道 か ら そ れる こと は な い 
だ ろう 。 世界 の 国々 は 真 の 多国 間 協 調 主義 を 支 
持 す べき で ある 。 我々 は 障壁 を 取り 除き 、 壁 を 
築く べき で は な い 。 我々 は 開き 、 閉 ざす べき で は 
な い 。 我々 は 統合 を 目指 し 、 切 り 離 すべ き で は な 
い 。 これ こそ が 開か れ た 世界 経済 を 構築 する 道 
で ある 。 我々 は 、 公正 と 正義 の 原則 に の っ と り 、 
グロ ー バ ル な 管理 レス テム の 改革 を 指導 し 、 世 
界 貿 易 機 関 を 中 心 と し た 多国 間 質 易 シ ステ ム を 
支持 すべ き で ある 。 」 

中 国共 産 党 に と っ て 不運 な こと に 、「 多 国 間 貿 易 シ 
ステ ム 」 の 将来 は 、 何より も まず 米国 の 行動 に 依存 し 
て いる 。 そし て 米国 は 、 現在 の 傾向 を 持続 させ る こと 
が で き な い の だ 。 米国 は 、 そ の トッ プ の 地位 を 維持 す 
る た め 、 世 界 の 他 の 国々 か ら 譲 歩 を 強制 的 に 引き 出 
すか 、 あ る い は 、 米国 が 崩壊 すれ ば 、 そ の 構造 を 破滅 
させ る か の どちら か で ある 。 


10 年 以上 も の 間 、 米 中 間 の 緊張 は 増大 し て きた 。 
中 国 が 自由 主義 の 民主 主義 に 向かっ て 前 進 し て い 
る の で は な く 、 真 の 経済 的 ・ 軍 事 的 競争 相手 に な り 


つつ ある こと が 明らか に な る に つれ 、 米国 は 圧力 を 
強め て きた 。 この 圧力 の 高まり に より 、 中 国共 産 党 が 
経済 や 政治 的 反対 派 (例え ば 香港 ) の 内 部 統制 を 
強化 し 、 軍 事 拠 点 を 強化 する の を 後押し し て いる 。 
その 結果 、 米国 が 圧迫 を 一 層 加 える こと に 導い て い 
る 。 この 加速 する 動力 は 、 米 中 間 の 緊張 を 、 数 十 年 
来 の 高 水準 まで 高め 、 公 然 た る 軍事 衝突 の 恐れ へ 
と 追い 込ん で いる 。 

こう し た 事態 が 発生 し た 場合 、 中 国 の 防衛 の た め 
に 無 条件 に 立ち 上 が る こと は 、 国際 プロ レタ リア ー ト 
の 義務 で ある 。 帝国 主義 者 は 、 中 国 経 済 の 集 産 化 さ 
れ た 中 核 が 可能 に し て きた 経済 的 ・ 社 会 的 進歩 の 故 
に 、 ま さ に 中 国 と 激しく 対立 し て いる 。 これ こそ 、 労働 
者 階級 が 防衛 し な けれ ば な ら な いも の で ある 。 し か 
し 、 労働 者 階級 は 、 寄 生 す る 中 国共 産 党 官 僚 の 方 法 
と 目的 で は な く 、 自 身 の 方 法 と 目的 に 従っ て そう し な 
けれ ば な ら な い 。 


トロ ツキ ー は 、 ソ ビエ ト 社 会 主義 共和 国連 邦 に 関 
連 し て 、「 ソ連 を 真 に 防衛 する 方 法 は 、 帝 国 主義 の 
地位 を 弱め 、 か つ プ ロレ タリ アー ト と 世界 中 の 植民 地 
諸 民 族 の 地位 を 強め る こと で ある | (『 裏 切ら れ た 草 
命 』 [1936 年 ] ) と 説明 し た 。 この 戦略 は 、 今 日 の 中 国 
に 完全 に 当て は まる も の だ が 、 中 国共 産 党 が 追求 す 
る 戦略 と まっ た く 共 通す る も の は な い だ ろ う 。 中 国共 
産 党 は 何より も まず 現状 に し が みつ こう と し て いる 。 
第 一 に 、 中 国共 産 党 は 、 ビ ル ・ ゲ イツ 、 イー ロ ン ・ マ ス 
ク 、 ジェ イミ ー・ ダ イモ ン の よう な 米国 の 資本 家 に も た 
れ か か る こと で 、 米 国 と の 諸 関係 を 修復 し よう と し て 
いる 。 こう し た 資本 家 は 、 世 界 を 抑圧 し 、 中 国 を 支配 
し よう と する まさ に その 階級 の 代表 者 で ある 。 この よ 
うな 諸 工 作 は 、 中 国 に 対す る 米国 の 労働 者 の 敵意 を 
増大 させ 、 米 帝 国 主義 に 反対 する 闘争 に お いて 、 中 
国 の 最大 の 潜在 的 同盟 者 を 遠ざけ る だ け で ある 。 グ 
ロー バル ・ サ ウス の 抑圧 され た 人 々 に 関し て は 、 中 国 
共産 党 は 彼ら の 解放 の た めで は な く 、 こ れ ら の 国々 
の エリ ー ト と の 幻想 的 な 同盟 の た め に 立っ て いる 。 そ 
うし た 利己 的 な 詐欺 師 た ち は 、 最初 の 困難 に 直面 し 
た と き 、 ま た は 帝国 主義 者 に より 良い 賭 略 を 提供 され 
れ ば 、 必ず や 中 国 を 見 捨て る 。 


中 国 の 官僚 に は 、 中 国 を 防衛 する 最も 確か な 方 法 
と し て 、 人 民 解 放 軍 の 強化 に 期待 を 寄せ る 好戦 的 な 
姿勢 の 意見 が 存在 する 。 人 民 解 放 軍 の 技術 力 と 戦 
闘 能 力 の 増強 は 歓迎 すべ きこ と で ある 。 し か し 、 軍 事 
問題 は 政治 と 切り 離す て と が で きず 、 この 分 野 で も 支 
配 カー スト の 保守 的 な 利害 が 中 国 を 掘り 月 し て いる 。 
人 民 解 放 軍 に よる 防衛 戦略 の 重要 な 柱 は 、 中 国 周辺 
の いわ ゆる | 第 一 列島 線 」 に 米国 を 接近 させ な いこ と 
で ある 。 それ は 、 こ うし た 島々 に 対す る 軍事 的 支配 を 
追求 する だ け で な く 、 長 距離 攻撃 能力 を 開発 する こ 
と で 、 こ れ を 実現 し よう と し て いる 。 し か し 、 い か な る 
対立 に お いて も 、 周辺 諸国 の プロ レタ リア ー ト か ら の 
支持 は 、 い くつ も 小さ な 無人 の 岩 を 所 有する こと より 
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は る か に 決定 的 で ある 。 


米国 と 日 本 の 帝国 主義 を 東 中 国 海 と 南 中 国 海 か 
ら 真 に 追い 出す 唯一 の 方 法 は 、 こ の 地域 全体 を 取 
り 囲 む 労 働 者 と 農民 の 反 常 国 主義 同 映 に よっ て で あ 
る 。 し か し 中 国共 産 党 は 、 そ の 民族 主義 戦略 の た め 
に 、 フィリ ピン 、 日 本 、 ベ トナ ム 、 イ ンド ネシア の 労働 者 
を 自ら の 大 義 に 獲得 し よう と し て いな い 。 それ どこ ろ 
か 、 中 国共 産 党 は 、 近隣 諸国 の 民族 感情 と 国内 の 階 
級 対 立 を 無視 する 一 方 で 、 短期 的 な 軍事 的 優位 性 だ 
け に 焦点 を 当て る こと に より 、 帝 国 主義 者 の 反 中 国 キ 
ャ ン ペ ー ン の 術中 に は まっ て し まう 。 


台湾 問題 ほぼ この こと が 当て は まる も の は な い 。 台 
湾 の 労働 者 は 、 資本 主義 文 配 階級 の 締め 付け の 下 で 、 
残忍 な 抑圧 を 被っ て きた 。 し か し 、 中 国共 産 党 の 戦略 
は 、 帝 国 主義 者 と 当地 の プレ ジョ アジ ー に 対す る 自身 の 
階級 的 利益 の た め に 闘う よう 労働 者 を 勇気 づけ る の で 
は な い 。 その 代わ り に 、 台 湾 の プレ ジョ アジ ー が 自発 的 
に 中 国共 産 党 の 支配 に 服従 し 、 中 華人 民 共 和 国 に 加わ 
る よう 説得 する こと に 基づい て いる 。 その た め に 、 党 は 
「 一 国 二 制 度 」 政策 の 下 で 、 台湾 の 資本 主義 経済 関係 
と 政治 統治 を 維持 する の を 保証 し て いる 。 労働 者 に 対 
し て は 、 中 国共 産 党 は 、 解放 で は な く 、 引 き 続 き 資 本 主 
義 の 搾取 と スタ ー リ ニス ト に よる 弾圧 の 締め 付け へ の 
支持 を 提案 し て いる 。 和 驚く こと で は な い が 、 こ の 「 両 者 
利益 の な い | 提案 は 、 台 湾 の 大 衆 を 再 統一 へ と 獲得 す 
る の に 、 ほとん ど 役 に 立っ て いな い 。 


中 国共 産 党 の 次 善 作 は 直接 の 軍事 介 人 で ある 。 そ 
れ は 、 台 湾 を 再 統一 する の に 成功 する 可能 性 は ある 
が 、 と り わ け 当 地 の 労 働 者 階級 の 敵対 に 直面 し た 場 
合 に は 、 英 大 な 犠牲 を 伴う だ ろう 。 も し 中 国共 産 党 が 
この 方 法 を 取る な ら 、 ト ロ ツ キス ト は 、 台 湾 の 資本 家 と 
帝国 主義 者 に 対し 断固 と し て 人 民 解 放 軍 を 防衛 する 
立場 を 貫く だ ろう 。 し か し トロ ツキ スト は 、 プロ レタ リア 
革命 戦略 の た め に 戦う な か で そう する だ ろう 。「 一 国 
二 制 度 」 と いう 破綻 し た 策動 に 反対 し て 、 ト ロ ツ キス 
ト は 革命 的 再 続 一 の た め に 闘う 。 す な わ ち 、 台 湾 で の 
資本 主義 に 対す る 社会 革命 と 大 陸 で の 官僚 制 に 対す 
る 政治 革命 を 通じ て 、 再 統 一 の た め に 闘う 。 この 戦略 
は 、 中 国 の 労働 者 を 、 共通 の 階級 的 で 民族 的 な 利益 
に 基づい て 統一 する だ ろう 。 それ は 、 米国 と 台湾 の ブ 
ル ジ ョ アジ ー と の 間 の 反共 同盟 の 足元 を 切り 月 す だ け 
で な く 、 帝 国 主義 に 反対 する 闘い に お いて 、 中 国 を 世 
界 中 の 押圧 され た 人 々 の 道しるべ に 変え る だ ろう 。 


今日 、 中 国共 産 党 は 社会 主義 と 資本 主義 双方 へ 
の 忠誠 を 公言 し 続け て いる が 、 こ の 状況 が 長く 続く こ 
と を 当て に し て は な ら な い 。 中 国 と 外国 の 資本 家 に つ 
な が る 強力 な 勢力 が 存在 する 。 この 勢力 は 、 国家 統 
制 の いか な る 形跡 ゃ 根絶 し 、 中 国 を 再び 帝国 主義 の 
略奪 へ と 開放 する の を 強く 望ん で いる 。 そう し た 結果 
は 、 死ぬ まで 戦わ な けれ ば な ら な い ! し か し 、 労 働 者 
階級 の 不満 の 圧力 の 下 で 、 党 を 極端 に 左 傾 化 させ う 


る 潮流 も 支配 カー スト 内 に 存在 する 。 彼ら は 、 資本家 
を 厳し く 取り 締まり 、 伝 統 的 な 毛沢東 主義 の 反 帝 国 
主義 や 平等 主義 の 美 辞 冊 旬 を 引っ 張り 出し て くる だ 
ろう 。 し か し 、 ち ょ うど 部 小 平 の 市 場 改革 と 同様 に 、 
毛沢東 に よる 熱狂 的 な 大 衆 動員 に 基づく 平等 主義 の 
専制 政治 の 企 て は 、 中 国 に 対す る 世界 帝国 主義 の 経 
済 的 締め 付け を 吉 服 する こと が で き な か っ た 。 実際 、 
毛沢東 の 政策 の 大 惨事 は 、 中 華人 民 共和 国 を 崩壊 
の 瀬戸 際 へ と 追い 込み 、「 改 革 開 放 ] へ の 中 国共 産 
党 の 転換 に 直接 つなが っ た 。 


中 国共 産 党 の 紅 余 曲折 は 、 寄 生 的 官僚 カー スト 
が 、 孤立 し た 労働 者 国家 の 境界 内 で 、 そ の 特権 的 地 
位 を 維持 し よう と する さま ざま な 手段 を 反映 し て いる 
に 過ぎ な い 。 毛沢東 か ら 習 近 平 ま で の 中 国共 産 党 の 
主張 に 反し て 、 社会 主義 は 一 国 で 建設 する こと が で 
きず 、 帝 国 主義 と の 平和 共存 も 不可 能 で ある 。 中 国 
の 労働 者 階級 に と っ て 唯一 前 進 す る 道 は 、 階 級 の 独 
立 、 国際 主義 、 世 界 革 命 と いう 真 の マル クス ー レ ー ニ 
ン 主 義 の 原則 の 下 で 建設 され た 党 に 団結 し 、 私 利 私 
欲 の 中 国共 産 党 官 僚 を 一 掃 す る こと で ある 。 官僚 を 
追放 せよ ! 常 国 主義 と 反革命 か ら 中 国 を 防衛 せよ ! 


VI. 革命 的 指導 部 の た め の 戦 い 


世界 が 新た な 歴史 的 危機 の 時 代 に 入る な か 、 労 
働 者 階級 は 政治 的 に 武装 解除 され た まま で ある 。 い 
た る と ころ で 、 次 々 と 敗北 を 監督 し て きた 官僚 や 裏 切 
り 者 に 導 か れ て いる 。 巨 大 な 挑戦 が 迫っ て いる な か 
で 、 労働 者 階級 の 利益 を 真 に 代表 する 指導 部 を 鍛え 
打ち 固め る と いう 任務 が 、 最も 緊急 な 問題 と し て 提起 
され て いる 。 どの よう に こう し た 指導 部 を 鍛え 打ち 固 
め る の か ? こ れこ そ な が 、 今 日 革命 家 に 突き つけ て いる 
中 心 的 な 問題 で ある 。 これ か ら 数 年 の 間 に 、 不 可 遊 
的 に 起こ る 社会 的 ・ 政 治 的 な 激変 は 、 大 衆 を 現在 の 
指導 者 た ち に 反対 し て 高揚 させ 、 労働 運動 に お いて 
抜本 的 な 再編 の 機会 を 提供 する だ ろう 。 し か し 、 過 
去 30 年 間 の 和 失敗 し た 政策 を 拒否 し 、 今 日 の 任務 を 正 
し く 提 起す る 既存 の 革命 的 カー ドル な し に は 、 こ うし 
た 好機 は 無駄 に され る だ ろう 。 
レー ニン 主義 の 中 心 的 な 教訓 

トロ ツキ ー は 、『 永 久 革命 』 (1929 年 ) の な か で 、 
レー ニン に つい て 次 の よう に 書い た 。「 プ ロレ タリ ア 
政党 の 独立 し た 政策 の た め の 闘 争 は 、 彼 の 生涯 の 主 
要 な 内 容 を 満た し て いた 。 」 修正 主義 の それ ぞ れ の 
新た な 濾 に よっ て 拒絶 され る こと こそ 、 まさ に レー ニ 
ン 主 義 の この 核 と な る 概念 で ある 。 その 濾 は 時 代 の 
支配 的 な 圧力 に 従っ て 独特 な 形 を と る が 、 修正 主義 
は 、 い つも 基本 的 に は 、 異質 な 階級 の 利益 へ の プロ 
レタ リア ー ト の 従属 か ら 成 っ て いる 。 

レー ニン に よる 前 衛 党 の 概念 は 、 第 一 次 世界 大 戦 
の 勃発 後に 、 成 熱し た 形 を と っ た 。 この 時 、 戦争 反対 
を 震 っ て いた 第 二 イ ンタ ー ナ ショ ナル の 諸 党 が 、 圧倒 
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的 に 愛国 心 に 駆 ら れ て 自国 政府 の 背後 に 整列 し た 。 

戦時 中 の 著作 の な か で 、 レー ニン は 、 こ の 歴史 的 な 
裏切り が 、 どこから と も な く 生 じ た の で は な く 、 い か に 
帝国 主義 優勢 の 先行 する 時 期 で 準備 され 、 そ れ に 根 
ざし た も の か を 示し た 。 少数 の 大 国 に よる 数 えき れ な 
い 数 百 万 人 も の 擁 取 は 、 超過 利潤 を 生み 出し た 。 そし 
て この 利潤 は 、 労働 者 階級 の 上 層 を 引き 入れ る た め 
に 利用 され た 。 この 層 は 、 そ の 習慣 、 イ デオ ロ ギ ー、 目 
的 に お いて 、 労働 者 階級 の 利益 に 反し て 、 そ れ 自 身 ブ 
ル ジ ョ アジ ー と 同調 し て いる 。 社会 民主 主義 の 大 部 
分 が 全面 的 に 屈服 し た こと は 、 労 働 運動 に お ける 親 
資本 主義 の 傾向 が 支配 的 に な っ た だ け で な く 、 イ ンタ 
ー ナ ショ ナル の 草 命 的 細 だ っ た も の の 大 部 分 を す で 
に 麻痺 させ 、 ま た 取り 込ん で いた こと を 示し て いた 。 


この 経験 か ら 、 レ ー ニ ン は 、 労働 運動 の 親 資本 主 
義 的 分 子 と の 統一 が 、 資本 家 階 級 自身 へ の 政治 的 従 
属 を 意味 し 、 必然 的 に 社会 主義 の た め の 闘 い を 裏切る 
と いう 結論 を 引き 出し た 。 彼 の 非難 の 矛先 の ほとん ど 
は 、 労働 運動 内 の 中 間 主 義 者 に 向け られ た 。 彼ら は 、 
社会 主義 の 原則 を 公然 と 拒否 し て いな か っ た が 、 に も 
か か わら ず 労 働 者 階級 に 対す る 公然 た る 裏切り 者 と の 
統一 を 、 どん な 犠牲 を 払っ て も 、 維持 し よう と し た 。 レー 
ニン は 、 中 間 主 義 者 が 、 大 衆 を 革命 へ の 道 に 導く こと 
の で きる 覚 を 建設 する 上 で の 主要 な 障害 物 だ と 主張 し 
た 。 この 教訓 は 、 ロ シア で 成功 し た 十 月 革命 に と っ て 極 
め て 重要 で あっ た 一 方 で 、 ド イツ で は 、 こ の 教訓 を 適時 
に 理解 で き な か っ た こと が 、1919 年 の スパ ル タ ク ス 蜂 
起 の 敗北 に つなが っ た 。 戦争 と 革命 の 灰 の 中 か ら 、 第 
三 イ ンタ ー ナ ショ ナル が 設立 され た が 、 そ れ は 革命 の た 
め に 戦う と 主張 する いか な る 党 も 、 労働 運動 の 親 資本 
主義 と 中 間 主 義 の 細 か ら 政 治 的 、 組織 的 に 分 像 し な け 
れ ば な ら な いと いう 原則 に 基づい て いた 。 

戦後 の 革命 の 波 が 後退 する な か で 、 資本 主義 の 
安定 し た 時 期 が その 後続 いた 。 この こと は ソ連 邦 を 
世界 舞台 で 孤立 させ た 。 スタ ー リ ン 主 義 が 現れ た の 
は 、 まさ に こう し た 状況 の な か で あっ た 。 スタ ー リ ン 主 
義 は 、 レ ー ニ ン 主 義 の 本 質 的 な 構成 要素 で ある 労働 
者 階級 の 政治 的 独立 を 否定 し た 。 ス ター リン は 、 ソ ビ 
エト 社会 主義 共和 国連 邦 を 防衛 する た め に 、 国際 労 
働 者 階級 に よる 革命 の 拡大 に 頼る と いう より むし ろ 、 
他 の 階級 勢力 に ます ます 頼っ た 。 そ れ が 、 ク ラー ク 

富 農 ) で あろ うと 、 中 国 の 国民 常 で あろ うと 、 ブ リ テ 
ン の 労働 組合 官僚 で あろ うと 、 帝 国 主 義 者 自身 で あ 
ろう と 、 ス ター リン は 、 短期 的 な 利益 と 思わ れる も の 
の た め に 、 労働 者 階級 の 長期 的 な 利益 を 犠牲 に する 
協定 を 結ん だ 。 これ は 、 ツ 連邦 を 強化 する どこ ろか 、 
次 か ら 次 へ と 流血 の 惨事 を 引き 起こ し 、 国際 プロ レタ 
リア ー ト の 全般 的 な 立場 を 弱体 化 さ せ た 。 


トロ ツキ ー に よる 左翼 反対 派 の た め の 闘 争 と 新た 
な イン ター ナシ ョ ナル 、 つ まり 第 四 イ ンタ ー ナ ショ ナル 
の た め の 闘 争 は 、 ま さ に レー ニン 主義 の 継続 で あっ 
た 。 それ は 労働 運動 に お ける 社会 民主 主義 と スタ ー 


リン 主義 の 諸 傾向 に 対し て 、 国際 的 な 前 衛 党 を 建設 
する た め に 闘う こと で ある 。 トロ ツキ ー 自 身 を 含む カ 
ー ド ル の 肉体 的 抹殺 は 、 政治 的 方 向 性 の 喪失 へ と 導 
き 、 第 二 次 世界 大 戦 の 大 量 殺りく に 続く 革命 的 好機 
で の 敗北 に つなが っ た 。 その 結果 は スタ ー リ ン 主 義 と 
世界 帝国 主義 の 強化 で あっ た 。 こう し た 歴史 的 敗北 
と 、 そ の 時 以来 第 上 四 イ ンタ ー ナ ショ ナル を 再度 鍛え 打 
ち 固 め る こと の 和 失敗 が ソ連 邦 自身 の 破壊 に 到 る まで 、 
さら な る 破滅 的 な 後退 を も た らし た の で ある 。 


ツ ソ連邦 崩壊 後 の 時 代 : 「 マ ルク ス 主 義 者 | は 
自由 主義 へ と 解体 する 


ソ連 邦 で 反革命 が 起こ っ た と き 、 ト ロ ツ キズ ム の 権 
威 を 主張 し て いた 勢力 の 圧倒 的 な 多数 は 、 十 月 革命 
の 残存 し た 獲得 物 が 破壊 され る な か で 傍観 し 、 そ し 
て 注視 する か 積極 的 に 拍手 を 送っ た 。 ICL だ けが 、 
スタ ー リ ニス トト 官僚 制 に 反対 し て 、 ツ 連邦 の 防衛 と 政 
治 革命 と いう トロ ツキ ー の 綱領 の た め に 戦っ て いた 。 
小さ な 規模 と 政治 的 弱点 に も ちか か わら ず 、 ICL は 、 こ 
の 時 代 の 決定 的 な 試練 に 直面 し た と き 、 そ の 任務 の 
場 に いた 。 し か し 、 そ の 弱 さ と 孤立 は 、 新しい 歴史 的 
時 代 の 幕開け に お いて 、 革命 的 左翼 の 悲惨 な 状態 の 
多く を 物語 っ て いる 。 


ソ連 邦 崩 壊 の 結果 は 、 マ ルク ス 主 義 者 だ と 主張 す 
る すべ て の 人 々 に と っ て 、 壊滅 的 で あっ た 。 世界 の 急 
速 な 右 へ の 転換 は 、 ボ ナパ ル テ ィ ズ ム や ファ シズ ム で 
は な く 自 由 主 義 へ の 転換 で あり 、 組織 的 、 政治 的 な 
解党 主義 に 向かっ て 巨大 な 圧力 を 生み 出し た 。 こう し 
た 世界 情勢 の 転換 に 伴い 、 な すべ き 任 務 は 、 近 年 に 
お ける プロ レタ リア の 敗北 の 教 記 に 基づき 、 支配 的 な 
自由 主義 へ の 政治 的 反対 の な か で 、 革命 的 な 労働 者 
階級 の 前 衛 を ゆっ くり と 忍耐 強く 再建 する こと で あっ 
た 。 ICL が ソ連 邦 月 壊 を 説明 する こと は で きた が 、 他 
の 「 マ ルク ス 主 義 」 左翼 と 同様 に 、 自 由 主義 に 取っ て 


代わ る 革命 的 な 代替 を 構築 する の を 拒否 し た 。 
自由 主義 に 順応 し 、 労働 者 階級 の 独立 し た 前 進 
の 道筋 を 指し 示す た め に 闘わ な いこ と で 、「 マ ルク ス 
主義 ] 左翼 は 、 新しい 時 代 の 安定 と 相対 的 な 繁栄 を 
前 に し て 、 維 針 盤 を 持た な か っ た 。 自身 の 存在 を 正 
当 化 する た め に 、 こ うし た 左翼 は 、 危機 を 大 げ さ に 取 
り 上 げ 、 帝 国 主義 が 反動 的 な 性 格 を 保持 し て いる の 
を 「 証 明 」 する た め 、 特 定 の 残虐 行為 と か 反動 的 な 
政策 を 指摘 する こと に 訴え た 。 これ は 単に 支配 的 な 
自由 主義 に 適合 し て いた だ け だ っ た 。 この 自由 主義 
は 、 金 融資 本 の 拡大 に よる 世界 の | 平和 的 な 」 搾取 と 
いう 状況 下 に あっ て 、 戦 争 や 人 種差 別 主義 と いっ た 
「 行 き 過 ぎ 」 を 抑制 し た いと 望む 批評 家 た ち に 何 の 
問題 も な か っ た 。 


ツ ソ連邦 崩壊 後 の 時 期 に お ける 戦争 、 緊縮 政策 、 人 
種 と 民族 抑圧 は 、 も ちろ ん 労働 者 や 若者 が 反乱 を 起 
こす 原因 と な っ た 。 し か し 、 こ の 反乱 が 革命 的 な 性 格 
を 持つ よう に な る た め に は 、 こ うし た 様々 な 闘争 を 支 
配 する 自由 主義 の 指導 部 が 、 闘争 を 前 進 さ せる うえ 
で 、 い か に 障害 物 で ある か を 暴露 する こと が 必要 だ っ 
た 。 反乱 の 正当 な 感情 と 、 こ うし た 惨 補 を 生み 出す 制 
度 へ の 自由 主義 者 の 忠誠 心 と の 間 の 矛盾 を 、 激化 さ 
せる こと が 必要 だ っ た 。 提起 され た 任務 は 、 こ れ ら の 
運動 を 自由 主義 の 指導 者 か ら 切 り 離 すこ と だ っ た 。 
し か し 、 い わ ゆ る マル クス 主義 諸 組 織 の どれ も 、 こ れ 
を 目下 の 任務 と し て 認識 すら し な か っ た 。 それ どこ ろ 
か 、「 革 命 家 」 た ち は 、 浮上 する 現状 へ の 自由 主義 的 
反対 の 波 の ひと つ ひ と つ に し が みつ いた 。 そし て ブル 
ジョ ア 運 動 な る も る の に 、 ほ ん の わずか な マル クス 主義 
的 色彩 を 与 を た の で ある 。 


より 右 細 の 「 ト ロ ツ キス ト 」 諸 組織 は 、 マ ルク ス 主 
義 の 見 せ か け の ほとん ど を 放棄 し 、 ど この 緑の党 で 
あれ 、 米 国 の 民主 党 で あれ 、 ブ リ テ ン の 労働 党 で あ 
れ 、 ブ ラジ ル の 労働 者 党 の どれ で あれ 、 新 自由 主義 
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の 左翼 を 打ち 建て た 。 第 四 イ ンタ ー ナ ショ ナル の 偽 
装 者 で ある フラ ンス の マン デル 派 は 、 共産 主義 革命 
同盟 を 解党 し 、 そ れ を 和 無 定形 の 反 資 本 主義 新党 に 
置き 換え た 。 その 公言 し た 目標 は 、 も は や 労働 者 階 
級 の 革命 で は な く 、 単 に 「 温 和 な 社会 自由 主義 に 代 
わる 戦略 的 な 選択 肢 ] (ダニ エル ・ ベ ン サ イド ) を 作 
り 出 すこ と だ っ た 。 最悪 の セク ト 主 義 に 後退 する も の 
も いた 。 ノー ス 派 (世界 社会 主義 ウェ ブサ イト [World 
Socialist Websitel で 知ら れ て いる ) は 、 グ ロー バリ 
ゼー ショ ン の 時 代 に お いて 、 労働 組合 が 「 国 際 的 に 
組織 され た 企業 に 真剣 に 挑戦 する こと が 単に で き な 
ぃ い | の で あり 、 し た が っ て 完全 に 反動 的 に な っ た と 公 
言 し た 。 この 反 労 働 組合 の 立場 は 、 そ の 急進 的 な 言 
い 回 し の 割 に 、 た だ 組合 の 自由 主義 的 指導 部 を 問題 
に し な いま ま 放 置 し て お くだ け で ある 。 


ICL や 国際 主義 グル ー プ の よう な 中 間 主 義 グ ルー 
プ に つい て は 、 一 般 的 に 革命 的 指導 部 の 必要 性 や 
「 改 良 主 義 と の 決別 」 を 公言 し 続け た が 、 し か し 左 
翼 を 自由 主義 か ら 分 裂 さ せる 必要 性 を 完全 に 抽象 化 
し て いた 。 これ は 新た な 時 代 に お ける 草 命 党 の 結集 
に お いて 主要 な 政治 的 任務 で ある 。 必然 的 に 、 他 の 
左翼 (そし て 互い に ) に 対す る ICL と 国際 主義 グル ー 
プ に よる 論争 は 、 階級 闘争 を 革命 的 な 方 針 に 沿っ て 
導く こと に 基づく の で は な く 、 時 を 超越 し た 原則 や 抽 
象 的 な 専門 用 語 に 基づい て いた 。 


30 年 に 理 る 方 向 性 の 喪失 と 自由 主義 へ の 屈服 の 
結果 が 、 そ れ を 物語 っ て いる 。 今 日 新た な 時 代 が 
始ま る な か 、 革 命 を 主張 する 諸 組織 は ば ら ば ら に な 
り 、 弱体 化し 、 硬化 症 を も っ て (文字 通り に そし て 比 
只 的 に も) 、 労働 者 階級 の 闘争 の 進路 に ほとん ど 辿 
響 を 与え な く な っ て いる 。 彼ら は 、 何 十 年 も の 間 、 う ぅ 
まく いか ず に 活動 し て きた その 同じ 型 に は まっ た ま 
まで ある 。 


今日 に お ける 第 四 イ ンタ ー ナ ショ ナル の た め の 戦 い 


今日 の 革命 の た め の 闘 い は 、 こ の 時 代 の 重要 な 特 
徴 を 正しく 理解 する こと に 基づい て 、 築き 上 げ ら れ な 
けれ ば な ら な い 。 米 帝国 主義 は 、 依然 と し て 支配 的 
な 大 国 で あり 、 築い て きた 世界 秩序 は 、 地球 規模 の 
政治 を 規定 し 続け て いる 。 それ は 、 対抗 する 帝国 主 
義 大 国 の 積極 的 な 台頭 で は な く 、 すべ て の 帝国 主義 
諸国 が 経済 的 ・ 軍 事 的 な 重み の 相対 的 な 喪失 に よっ 
て 、 脅 か され て いる 。 この 樹 失 は 、 中 国 (歪曲 し た 労 
働 者 国家 ) と 、 あ る 程度 の 自立 性 を 持ち な が ら ゃ 、 依 
然 と し て 世界 帝国 主義 に 依存 し 抑圧 され て いる 地域 
大 国 に 有利 に 働い た 。 現在 の 動力 は 、 世界 中 で 経済 
的 ・ 政 治 的 不安 定性 が 増し 、 地 域 で の 衝突 ( ウ ク ラ イ 
ナ 、 台 湾 な ど ) が 全 世 界 に 破局 的 な 影響 を 及ぼ す 可 
能 性 が ある こと を 示し て いる 。 世界 秩序 へ の 圧力 は 、 
各国 内 の 圧力 と 同様 に 急速 に 高まっ て いる 。 


米 帝 国 主 義 が 先手 を 取り 戻す 最も 明確 な 方 法 
は 、 中 国 に 壊滅 的 打撃 を 与え る こと で ある 。 中 国共 
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産 党 官 僚 は 、 世界 帝国 主義 と 成長 する 資本 家 階 級 
と 世界 で 最も 強力 な プロ レタ リア ー ト と の 間 で バラ ン 
ス を と る こと に より 、 中 国 国内 に 巨大 な 矛盾 を 助長 し 
て きた 。 ツ 連邦 後 の 平衡 が 月 れる こと は 、 こ うし た 矛 
盾 を 激化 させ る だ ろう 。 中 国共 産 党 の 支配 力 は 、 特 
に 国内 不安 (中 国共 産 常に よる 残忍 な ロッ クダ ウン 
に 対す る 小 規 模 だ が 重要 な 抗議 行動 に 見 られ た よう 
に ) に 直面 し た 場合 、 外 見 ほど に 強固 で は な い 。 労 
働 者 階級 は 、 彼 ら の 経済 状況 が 滞る だ け で な く 、 悪 
化し 始め る な か で 、 受け 身 で いる こと は な い だ ろ う 。 

中 国 の 資本 家 も 、 官 僚 に よる 圧迫 を 受動 的 に 受け 入 
れる こと は な い だ ろ う 。 結局 、 中 国 は 、 ソ ビエ ト 社 会 
主義 共和 国連 邦 の よう に 反革命 に 陥る の か 、 そ れ と 
も プロ レタ リア ー ト が 立ち 上 が り 、 官 僚 制 を 一 掃 し 、 

政治 革命 を 通じ て プロ レタ リア 民主 主義 を 確立 する 
の か 、 ど ちら か で ある 。 これ が いつ 決着 する か を 予測 
する こと は 不可 能 で ある 。 いか な る 決戦 も 、 反革命 と 
労働 者 階級 の 不満 の 双方 を 厳し く 取 り 締 まる 官僚 の 
激しい ジグ ザ グ が 先行 する こと は 確実 で ある 。 中国 
に 関す る 革命 家 の 任務 は 、 反革命 と 帝国 主義 の 攻 
撃 か ら 1949 年 の 革命 の 獲得 物 を 防衛 する こと で あ 
る 。 その 一 方 で 、 官 僚 が 国際 革命 の 闘い を 裏切る こ 
と に よっ て 、 いか に こう し た 獲得 物 を 絶え ず 掘 0 崩し 
て いる か を 示す こと で ある 。 


米国 と その 帝国 主義 同盟 諸国 に よる 世界 秩序 の 支 
配 を 維持 せん と する 闘争 は 、 自国 の 人 々 に 対す る 社会 
的 犠牲 を ます ます 増大 させ る だ ろう 。 すでに 帝国 主義 
諸 大 国 の 社会 構造 は 、 内 部 か ら 腐敗 し つつ ある 。 安 
価 な 信用 、 独占 利潤 、 投機 的 バブ プル に よっ て 維持 され 
て きた 均衡 は 、 生活 水準 が 押し つぶ され つつ ある な 
か で 、 も や も は や 維持 で き な く な っ て いる 。 数 多く の 西側 
諸国 で は 、 労働 者 階級 の 高まる 不満 の 兆候 が 見 られ 
る 。 フ ラン ス は 最 る 爆発 的 だ が 、 米国 や ブリ テン な ど 
の 国々 で も 労働 組合 闘争 の 増大 が 見 られ る 。 


こう し た 闘争 の 第 一 波 が 打ち 破 ら れつ つ あ る が 、 
組合 の 基盤 で は 圧力 が 高まる し か な い だ ろ う 。 より 明 
ら か に な っ て いる の は 、 労 働 者 階級 に 突き つけ られ 
た 問題 は 現状 に 対す る 和 息 な 調整 で は 解決 で き な い 
と いう こと で ある 。 これ は 、 労 働 者 階級 を 革命 的 な 闘 
争 の 道 に 導く こと が で きる 労働 組合 指導 部 の 必要 性 
を 、 これ ま で 以上 に 鋭く 突き つけ る だ ろう 。 この 発展 
を 鈍ら せ て いる 主 な 障害 物 は 、 革命 的 な 綱領 に 基 づ 
き 現 在 の 指導 者 に 対し て 反対 勢力 を 打ち 立て る 代わ 
り に 、 親 資本 主義 だ が が わずか ば か り 左 翼 的 な 組合 指 
導 者 を 支持 する いわ ゆる 「 革 命 家 た ち 」 で ある 。 こう 
し た 中 間 主 義 に 対す る 闘争 に お いて の み 、 労働 組 合 
を 現在 の 親 資本 主義 的 指導 部 か ら 分 像 させ る こと が 
可能 で ある 。 

脅威 が 蓄積 する な か で 、 自 由 主 義 は 益々 狂気 じみ 
て ヒス テリ ッ ク に な っ て いる 。 これ は 、 現状 に 必死 に 
し が みつ く 自 由 主 義 の 小 ブ プル ジョ アジ ー を 反映 し て い 
る 。 し か し 、 そ れ は また 、 増大 する 右 反 動 に 直面 し 


た 被 抑圧 者 の も っ と も な 恐怖 を も 反映 し て いる 。 西側 
の 革命 家 た ち は 、 高まる 反動 と 闘う た め に 、 移民 や 人 
種 的 マイ ノリ ティ 、 そ し て 女性 や 他 の 性 的 被 抑圧 者 を 
防衛 する 運動 を 東 縛 する 自由 主義 を 打破 する 必要 が 
ある の を 理解 し な けれ ば な ら な い 。 こう し た 運動 の 綱 
領 の ある 個々 の 要素 、 例 えば 警官 の 改革 と か 国家 へ 
の 訴え の よう な マル クス 主義 的 響き が する 批判 は 十 
分 で は な い 。 自由 主義 が 、 被 抑圧 者 の 闘争 を 前 進 さ 
せる 上 で 、 い か に 直接 の 障害 物 で ある か を 実践 的 に 
示す こと に よっ て の み 、 大 衆 へ の 自由 主義 の 支配 を 打 
ち 破 る こと が で きる 。 この こと は 、 傍 観 者 と し て で は な 
く 、 闘争 の 内 部 か らし か で き な い 。 それ は 、 資本 主義 
専制 の あら ゆる 現われ に 対す る 階級 闘争 の 対応 を 準 
備 す る こと に よっ て で ある 。 


世界 秩序 の 衝撃 は 、 ピ ラミ ッ ド 構造 の 底辺 に 位置 
する 国々 を 最も 激しく 襲う だ ろう 。 少し 前 まで 可能 で 
ある と 思わ れ た より 良い 生活 の 見 込み は 、 今 や 何 億 も 
の 人 々 に と っ て 閉ざさ れつ つ あ る 。 アジ ア 、 ア フリ カ 、 
ラテ ン ア メリ カ の 新た な 労働 者 階級 の 層 は 、 資本 主 
義 に と っ て 最大 の 脅威 を 意味 する 。 グロ ー バ ル ・ サ ウ 
ス の 大 上 衆 は 、 益々 村 の 孤立 を 離れ 、 都 市 化 さ れ 、 読 
み 書 き が で き 、 世 界 と つなが っ て いる 。 世界 の 生産 に 
お ける 彼ら の 役割 の 増大 は 、 彼 ら に と て つも な い 力 を 
与え て いる が 、 に も か か わら ず 彼 ら の 展望 は た だ さら 
な る 貧困 化 で ある 。 こう し た 鹿 奪 され た 人 々 の うねり 
こそ 、 ポ ピ ュ リ ス ト 勢 力 を 前 面 に 押し 出し て いる の で 
ある 。 こう し た 国々 の 脆弱 な 資本 家 階 級 は 、 彼ら 自 身 
を 一 掃 す る 恐れ が ある 下 か ら の 圧力 と 、 国際 資本 の 
流れ を 支配 する 帝国 主義 の 金融 支配 者 か ら の 圧力 
の 間 で 、 バ ラン ス を 取ら な けれ ば な ら な い 。 左翼 的 な 
扇動 と 宗教 的 な 蒙 昧 主義 は 、 今 の と ころ 社会 的 不満 
を 抑制 する の に 効果 的 で ある こと が 証明 され て いる 。 
し か し 、 こ れ が 和 失敗 し た 場合 、 軍 事 独裁 が いつ で ゃ 
控え て いる 。 


帝国 主義 に 抑圧 され た 国々 で は 、 大 国 の 支配 か ら 
の 民族 解放 の た め の 闘 いと 、 他 の 最も 基本 的 な 民主 
的 任務 の 解決 は 、 決定 的 な 役割 を 果たす 。 こう し た 闘 
い が 激 化す る な か で 、 あら ゆる 局面 で 志 さ れる の は 、 
民族 プル ジョ アジ ー が 、 私 有 財 産 の た め に 民族 解放 
と 労働 者 階級 と 農民 の 解放 を 犠牲 に し て 、 裏切り の 
役割 を 果たす と いう こと で ある 。 革命 家 は この 戦い に 
入り 、 す べ て の 被 抑圧 者 の 先頭 に 立つ 労働 者 階級 だ 
けが いか に 解放 へ と 導く こと が で きる か を 、 あら ゆる 
局面 で 示さ な けれ ば な ら な い 。 


いか な る 状況 下 で も 、 権 威 主義 の また は 計 味 主義 
の 政府 に 対す る 闘争 に お いて は 、 親 帝国 主義 の 自由 
主義 的 近代 化 勢力 と の ほん の わずか な 譲歩 や 同盟 も 
正当 化す る こと は で き な い 。 それ は 、 反動 を 強め る だ 
け で あり 、 一 方 で 民主 的 改革 勢力 を 帝国 主義 に 結び 
付け る だ ろう 。 ブル ジョ アジ ー が 自ら を 左翼 的 な 「 反 


帝国 主義 」 色 で 塗り 固め て いる 国々 で は 、 帝 国 主義 
に 対す る 戦い を 推し 進め る こと に より 、 彼 ら の うそ の 
偽善 を 暴く 必要 が ある 。 傍観 し て 革命 を 説教 する ほ 
ど 不 毛 で 逆 効果 な こと は な い 。 帝 国 主義 の 利益 に 打 
撃 を 加え る いか な る 改革 も 、 防衛 する こと は 義務 で あ 
る 。 し か し 、 そ れ は 、 い か な る 場合 で も 、 ブルジョア ・ 
ポピュリズム を 支持 する の を 正当 化し て は な ら な い 。 
労働 者 階級 は 、 そ の 独立 を いか な る 冬 牲 を 払っ て で 
ゃ 防衛 し な けれ ば な ら な い 。 その な か で 常に 明確 に し 
な けれ ば な ら な い の は 、 自 身 の 方 法 と 目的 を 持っ て 、 
すなわち 革命 的 な 階級 闘争 の 方 法 で 、 帝 国 主 義 と 戦 
うと いう こと と で ある 。 

国際 革命 の た め に 聞 う 勢力 は 、 今 日 極め て 小さ 
い 。 明確 な 綱領 と 展望 に 基づく 勢力 の 再編 は 不可 欠 
で ある 。 われ われ は 、 第 四 イ ンタ ー ナ ショ ナル の た め 
の 替 力 を 再建 し 再編 する 過程 に 貢献 する も の と し て 、 
この 文書 を 提供 する 。 ICL は 、 こ れ ま で 内 部 論争 と 
政治 的 な 方 向 性 の 喪失 に は まり 込ん で きた 。 けれ ど 
も 、ICL が 開始 し た 打ち 固め る プロ セス の 作業 は 、 来 
る べき 社会 的 混乱 と 衝突 の 時 代 に お いて 、 決定 的 な 
役割 を 与え る こと を 確信 し て いる 。 トロ ツキ ー は 次 の よ 
うに 説明 し て いる 。 


「 最 初 の 段階 に お いて は きわ め て 困難 か つ 苦 問 
に 満ち た も の で ある 結 卓 化 の 過程 は 、 将 来 に お 
いて は 激烈 か つ 急 速 な 性 格 を お び た も の と な る 
で あろ う 。 最近 の 国際 的 な 諸事 件 は 革命 的 前 衛 
の 編成 に と っ て は 測り 知れ な いよ うな 大 き な 意 
義 を も つも の で ある 。 … 大 き な 紛 争 が 、 中 途 半端 
で 不 自 然 な も あの を すべ て 吹き と ば し 、 他 方 で は 
同時 に 生命 力 の ある すべ て の も の に 力 を 吹き こ 
ん だ の で ある 。 戦争 は 労働 者 階級 の 隊列 に た だ 
二 っ の 傾向 を 生む 余地 の み を 残し て いる 。 す な 
わ ち 、 二 つ の 傾向 し は 、 どん な 裏切り を ゃ も 辞 さ な 
い 社 会 愛国 主義 と 、 大 胆 に 行動 し て 結論 が で る 
まで 決行 する 能力 を も つ 革 命 的 国際 主義 c で あ 
る 。 まさ に この よう な 理由 に より 中 間 主 義 者 は 、 
さ し せ まっ た 事件 に 恐れ を な し て 、 第 四 イ ンタ ー 
ナシ ョ ナル に 対し て 狂 暴 な 闘争 を 遂行 し て いる 
の で ある 。 こう し て 中 間 主 義 者 は 、 彼 ら な り の や 
りか た か ら 見 る と 正しい こと に な る の で ある 。 つ 
まり 大 動乱 の 背後 に お いて の み 中 間 主 義 者 の 組 
織 は 生き の こり 、 成長 する こと が で きる の で ある 
が 、 こ の 動乱 は 隊列 か ら セ クト 主義 を 一 掃 し て し 
まう ば か り で な く 、 イデオロギー 的 動揺 と 卑 伝 さ 
を 排除 する 精神 で 系 統 的 に 組織 を 訓練 し て きた 
の で ある 。 ] 

ー「 セ クト 主義 ・ 中 間 主 義 と 第 四 イ ンタ ー ナ ショ 

ナル 」 (1935 年 10 月 ) 

社会 主義 革命 の 世界 党 で ある 再度 鍛え 打ち 固め 
られ た 第 皿 イ ンタ ー ナ ショ ナル に 向け 前 進 せ よ ! 
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